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      主催者挨拶 福井市長 東村 新一 

福井市長特別賞表彰式・記念シンポジウム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 みなさん、こんにちは。 

 

 本日は、第 16回のまちの活性化・都市デ

ザイン競技の福井市長特別賞表彰式と記念

シンポジウムを開会いたしましたところ、

こうして多くの皆様にお集まりをいただき、

誠にありがとうございます。 

 

 また、常日頃、皆様には、福井市のまち

づくりを推進することに、大変なお力添え

を賜っておりますことを、この場をお借り

しまして厚く御礼を申し上げます。 

 

もうご存知のことかと思いますけれども、

福井市におきましては、長期的なまちづく

りの方向性と実現の方策を示す『県都デザ

イン戦略』というものを、福井県と一緒に

なりまして策定をし、活気と誇りに満ちた

まちの創造に取り組んでいるところであり

ます。 

福井の良いところを活かし魅力のあるま

ちとしていくためには、県内外からの英知

を集め活用していくということが、非常に

大切だというふうに認識をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年、「まちの活性化・都市デザイン競技」

の対象地区として、福井城址を中心とした 

エリアが選定され、全国から都市のデザイ

ンあるいはまちづくりについて、31 もの

様々なご提案を頂いたところであります。 

 これらの中から、幾つもの賞があって、

賞は決まっているものもあったのですが、

福井市長特別賞というものを選ばせて頂き

ました。この賞だけまだ表彰されていない

ということで、今日、この場で表彰させて

頂くということを予定している次第です。 

 

 そして、その表彰式と併せまして、今回、

審査委員長を務めて頂きました東京大学の

西村幸夫先生の基調講演、あるいは授賞し

た皆様によるパネルディスカッションを通

して、福井のまちづくり、顔づくりを考え

る上でのヒント、アイデアを頂けるのでは

ないかというふうに大いに期待をしている

ところです。 

 

 本日のシンポジウムが有意義なものとな

り、そして、皆様のまちづくりに対する活

躍の一助になってくれることを期待して、

あいさつとさせて頂きます。どうぞ、本日

は宜しくお願いいたします。  

第 16回「まちの活性化・都市デザイン競技」 
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第 16回「まちの活性化・都市デザイン競技」福井市長特別賞表彰式 

 

 受賞者 

  戸田建設株式会社 

  「歴史の舞台と四季の彩
はな

道
みち

」 

   平田 拓也、加茂川 智哉、四宮 健次、加藤 敦史、百瀬 雄介、國又 要 
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基調講演 

    「福井の個性と都心の再生」 

      講師 西村 幸夫氏 

     ［東京大学先端科学技術研究センター所長・教授/ 

    第 16 回「まちの活性化・都市デザイン競技」審査委員長］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 皆さん、こんにちは。よろしくお願いし

ます。また、今回の『まちの活性化都市デ

ザイン競技』を受賞された皆さま方、おめ

でとうございます。 

 私はこのデザイン競技は最初から審査委

員として関わっておりまして、この 14年間

ほどはずっと審査委員長を務めております。

受賞者の方々は、6月に「まちづくり月間」

の中で表彰されるわけなのですけれども、

今回は市長特別賞ということで、このよう

な機会を設けていただいて本当にありがと

うございます。 

 実は、こういう形できちんとした、その

後パネルディスカッションを大々的な形で

やるというのはそんなに数は多くなくて、

今日は、福井市の方々が非常にこの問題に

熱心に取り組まれている、ちょうど今、都

心がすごく大きく変わる時期なので、そう

いうここの課題とテーマとがマッチしたの

かなというふうに思っています。 

 また、まちづくりで、全体としてコンペ

をやるということは数少ないのです。建物

のコンペや公園のコンペというのはそれな

りにあるわけですけれども、まちづくり、

都市計画というのは非常に規模が大きいで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すし、一人の人が計画したからといって全

部が出来るわけではないので、なかなか計

画っていうのが立てにくいわけであります。 

 では、計画が無くていいのかと言われる

と、それはきちんとした都市のビジョンと

いうのはあるべきなわけですけれども、今

申し上げましたように、なかなか実現が難

しいということで、こういうものが特に日

本の場合はあまりやられてこなかったとい

うことが、ある意味、都市をこういう風に

変えていきたいというビジョンを持つこと

を弱めてしまったのではないかと思うわけ

です。 

 ところが、福井の場合は、戦災があって、

震災があって、ちょうどその頃、その後復

興した建物が次第に更新期を迎えているわ

けです。そうした意味では、この後、どう

いう形でまちを変えて行くのかということ

を考えるのは、非常にいい時期に来ている

ということが言えると思います。 

 そのことで、少し今日のテーマ、私が外

から見て、福井市の人の前で福井のことを

喋るのは非常にプレッシャーがかかるわけ

ですけれども、ある意味、外から見るとど

う見えるかと、そして、私はプランナーな
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図 2 

図 3 

わけなので、都市計画をやってきた人間と

して、そしてまた都市というのは長い歴史

があるわけで、福井も 400 年の歴史がある

わけで、北の庄城から入れるともっと長い

歴史があるわけで、そうしたものを外から

見て、それがどういうふうに見えるかとい

うことも含めて、少し考えてみたいと思い

ます。 

 それでは少し暗くしていただけますでし

ょうか。 

 

 ご承知のとおり、これが（図 1）駅前の

通りです。 

 

 これは、昭和 32 年の写真で震災があった

後、都市計画が見事に出来上がったときで

すね。今でもこの通りはあるわけですけれ

ども、これを見ると、都市というのはやは

り単に自然発生的に出来たのではなくて、

ある時期、きちんとした形でビジョンを持

ってつくられていったのだということは、

よく分かると思います。福井も、もちろん

そうなわけです。 

 ところが、大半、我々は、特にこうした

戦災など大きな災害を経験して、また区画

整理を経たまちは、過去の歴史はなかなか

もう手がかりは無くなってしまったとかい

うふうに思ってしまって、なかなかこうし

た都市デザインが持っている可能性とか、

それらが作り出してきた都市の特色という

のを、なかなか正面からじっくり見なくな

ってしまっているのではないかというふう

に思うのです。そこで、もう一回福井のま

ちを見てみたいと思うわけです。 

 みなさん知っているように、福井は何重

にもお堀で囲まれていたまちなのですね

（図 2）。そして、そのまちが、次第に、明

治以降お堀を

埋めながら市

街化を進めて

いく、近代の

都市として変

身してくるの

ですけれども、

その変身の仕

方は普通のまちと少し違っていた。 

 なぜかというと、お堀が何重にもあった

ので、そのお堀を少しずつ埋める中で、次

第に外側から順に市街化を進めてくるとい

う戦略をとったのです。 

 これは、他の都市にはあまり無い。他の

都市に、こんなに四重も五重にもお堀があ

る都市はそう多くは無いので。これは（図

3）、明治 24年のときでも、かなり外側のお

図 1 
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図 6 

堀は埋められていますけれども、まだここ

にある百間堀という大きなお堀は残ってい

るわけです。まだ、この段階では鉄道は来

ていないわけです。北陸線は開通しており

ません。 

 その後、これは（図 4）北陸線開通直後

の、二万分の一の近代的な測量で初めて作

られた図ですけれども、ご覧になって分か

るように、ちょうどここの辺りに駅を作る

わけですね。 

 

 このときはこのときで、実は都市デザイ

ンというか、都市に対する非常に明確な考

え方がありまして、それは何かというと、

駅を降りると、目の前に見事なお堀がある

わけです。百間堀です。 

 これは、もともと川だったので、堀と言

っても非常に湾曲しているわけであります。

そして、その向こうにお城が見える。お城

と言いますか、石垣が見える。そういうま

ちの作り方をしていたのです。駅前通りが

ある。実はこの駅前通りは今でも残ってお

りまして、これが所謂、通称ヒゲ線と言わ

れているあの通りが駅前の通りなのですね。 

 その後、駅は移りまして、新しい駅前の

通りが先ほどのように出来て、そして、二

本の駅前通りが出来ていくわけです。です

から、これも実は福井の個性なのです。 

 でも、この段階ではこうでした。この大

正 11年の地図（図 5）を見て、これなんか

分かりますように、見事に段々お堀は少な

くなってきておりますけれども、見事に駅

前通りは出来ておりまして、ちょうど、こ

こが大名町の交差点になって、こちら側に

フェニックス通りをつくるわけです。 

 

 ここに非常に大きな十字の道路をつくる

わけですけれども、そこにこう、ちょっと

曲がって入る、ちょっとこの曲がっている

ところは今も残っているのです。ヒゲ線を

行きますと、少し大名町の交差点に入ると

ころで、ちょっと右に曲がりますよね、道

が。あるいは、ここが残っているのです。

こうして、段々堀が埋められてくるわけで

すが（図 6）。 

 そのころ

に 鳥 瞰 図

（図 7）、こ

れは吉田初

三郎という

大変な鳥瞰

図の名手が

いまして、

図 5 

図 4 
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彼が描いた福井の鳥瞰図ですけれども、こ

れを見てみますと、やはり、前の福井の駅

と福井駅前通りがあって、これがヒゲ線の

通りですね。 

 

 そして、ここにお堀、百間堀があって、

その向こうに内堀があって、その奥に県庁

の建物が見えるという風景があるわけです。

ですから、こういうふうにして、まちから

その城下町を演出するということが、福井

は考えられてきたわけであります。 

 ところが、ここで、戦災があったんです

（図 8）。 

 この道がヒゲ線の道ですね。ですから、

まだ駅前の中央大通りは無いわけでありま

すが、その後また震災がある、ということ

で二重の災害を経ているわけです。 

 その後で、もう一辺、新しい都市計画が

つくられるわけです。これが戦後すぐにつ

くられた、福井の震災、戦災復興の都市計

画図です（図 9）。 

 

 これをちょっと拡大してみると、ブルー

の線が描いてありますね。これが新しい通

りです。これが一番最初にご覧にいれた通

りで、見事な新しい駅前をつくるわけです

けれども、この段階で見て分かりますよう

に、百間堀は埋められてしまっていて、最

後に内堀だけになってしまう。 

 つまり、長い時間をかけて、福井のまち

はお堀を埋めながら、それを近代化のため

使ってくるということをずっとやってきた

わけですね。 

 そのことは、どういうことを結果として

招いたかと言うと、それは、普通の大半の

まちは新しい道路をつくるときに、例えば、

お堀に近いと、お堀のそばを通るような道

路をつくるのです。そうするとお堀がすぐ

に見えますから。すぐ見えるので、メイン

の通りを通っていてもお城が感じられると、

そういうまちを普通つくっているのです。 

 例えば、この辺りだったら富山がそうで

すよね。富山のまちは、城址大通りという

南に駅前から来る通りを来ると、右手にお

城が見えるわけです。 

 こうした形で、駅から中心的な道がお堀

のそばを通るというのは日本のまちで結構

多くて、例えば、大分や和歌山や佐賀の道

図 9 

図 8 

図 7 
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路、県庁所在地で言っても、そうしたとこ

ろは道をそうした形でつくってきているわ

けであります。 

 それに対して、福井のまちは、次第次第

にお堀を埋めていったものですから、最後

のお堀となるところは、ずっとそれまで、

その前のお堀が目の前にありましたので、

新しい計画を作るときに、お堀が内側に残

ってしまったわけです。徐々にお堀を埋め

ていったということが、そういうことにな

ったのです。 

 結果、新しい都市計画道路が、お堀に面

するような道としてはつくられなかった。

そのことが、現在の都市計画の非常に大き

な道路が、福井は縦横に走っているわけな

のですけれども、これだけ道が立派なのに、

幹線からはお城が見えない、石垣が見えな

いという形になっていますね。 

 言ってみれば、この非常に大きな、ほぼ

500 メートルの格子状に見事な都市計画を

作るのですけれども、その内側にお城がち

ょうどはめこまれるような形になったわけ

であります。 

 これは一つの福井の特色でもあるのです。

ですから、これは一つの個性になるわけで

あります。これをどう活かすかということ

が、次の段階で考えないといけない。 

 逆に言うと、通りからもう少し見えるよ

うにするような、という課題も生まれてき

ます。 

 それが今回の中でも、実際にコンペの中

で提案されている案があるわけです。もし

くは、幹線通りじゃないところにお堀があ

るので、違う形でお堀を楽しめるかもしれ

ない。 

 つまり、もう少し歩いて楽しめるような

ところに近いところにお堀があるという意

味では、これもまた福井の個性となり得る

わけです。そういうことを考える、という

のは、プランナーとしては思うわけです。

今、駅を降りると、こうした形で、これが

中央大通りですね（図 10）。 

 そして、ここに県庁線という県庁に行く

道がありまして、ここに立つと、全体がこ

ういうふうに見えるのです（図 11）。非常

にはっきりと都市の構造が見えるわけであ

ります。 

 ところが、この立っている場所というの

は、ここから見ると県庁がこういうふうに

見えるし、この通りは見事に軸が揃ってお

ります。もちろん、変わってきました。か

つてのような見事な並木道は少し無くなっ

てしまっているけれども、でも、一つの非

常に大きな中心地というのが感じられます。 

 

図 10 

図 11 
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 ところが、現在の駅を降りると、こうい

う形（図 12）で降りて来るわけです。 

 

これは今日撮った写真なのですけれど、分

かります。先ほどのと、ちょっと実感が違

うんですね。見え方が違う。こちらは、ち

ょっとブロックされて見えない。これは駅

前のところなのですけれども、実は、この

辺に立たないと今の景色は見えないのです、

この辺に立たないと。 

 何故そのようなことが起きたか、それも

実は理由があるのです。それは何故かと言

うと、これは、先ほどの昭和 21 年の戦災復

興の直後に、都市計画が若干訂正されまし

て、これは 1949年の段階で出来た都市計画

です（図 13）。 

 

 ほぼメインの通りは変わっておりません

し、これはほとんどそのまま、さくら通り

やフェニックス通りなどは出来ているわけ

です。出来ているわけですけれど、駅前は

少し変わっています。駅前のところを拡大

すると、こうなっていて、これを見るとど

うなっているかと言うと、実は、この計画

では線路を少しずらす予定だったのです。

この国鉄の線路を、少し東側にずらす予定

がありました。 

 これは何故かというと、少し曲率が急な

ので、もう少し直線的にしようということ

だったのです。こういうふうにして、曲率

が急なので、駅をずらして、もう少し高速

に鉄道を通すようにしようということで駅

を変えた例というのが、日本は結構多いの

です。福井でもそれを考えられた。 

 そのときに計画されているのは、この駅

前広場なのです。この駅前広場をよく読む

と、これは、ぼーっと見ていると分からな

いのですけれども、よく読むと、ここが、

駅を降りて、ここから人がこう出てきて、

こちらがメインの通りなので、これがもと

もとの一番賑やかな通りですよね。ここを

こう通ってくる、ここを通るわけです、こ

このところをね。ここを通ると、確実に軸

がこう見えるわけです。つまり、駅を降り

て一番最初に立ったところから見ると、先

ほどのような軸が見えるというふうに、も

ともと計画されていたのです。だから、都

市デザインされていたのです。 

 ところが、残念なことに、国鉄は予算が

ないということで、この線路の移設を止め

たのです。止めた結果、ここだけはもとの

まま残ってしまったのです。なので、駅は

この辺に出ることになったわけです。 

 今の駅は、ちょっとずれたものだから、

出たところで、ここに出たら見えたはずの

さっきのものが、少しずれてしまったので、

図 12 

図 13 
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図 14 

どうしても見えないということになってし

まった。 

 そういう経過を経て、今のまちが出来上

がってくるわけです。こういうのは市史に

書いてあるのです。私も市史を読みました。

福井市民だったら、夏休みで、ちゃんと読

む べ き だ

と 思 う の

で す け れ

ども。これ

は、そのこ

ろ の 新 し

く で き た

駅 前 の 道

路が、大名

町 の 交 差

点にぶつかるところの航空写真です（図 14）。

これを見ると、ここに見事なロータリーが

あったことが分かります。そして、もとの、

昔のメインの駅前の通りがまだ残っていて、

ここに三角の街区があるのです。これは、

みなさん、今もありますよね。 

 だから、ここに、ある種の福井の歴史が

あって、それは、ここが前の駅前の本通り

が、これは戦後にきちっとした本通りがで

きて、それはこの大名町の交差点で重なる

と、大名町の交差点がまちの中心になると

いうようなことは、ここで考えられている

のです。少しここに道が曲がっているとこ

ろが、これは先ほど言った、元々のお堀の

形に若干沿って道が曲がっているというこ

となのです。 

 ですから、その意味で、ここは区画整理

やいろんなことがあって、まちは、建物は

もちろん変わりましたし、道路パターンも

かなり大きく変わったのですけれども、こ

ういう中に、まちがいくつかの時代を経て、

地域に刻みこんでいるのです、歴史がある

わけなのですね。 

 この三角形の街区というのは、普通だっ

たらなかなか作らないわけです。なぜかと

言うと、それはここの敷地は使いにくくな

るわけです、段々細くなっていくわけです

から。三角形の建物を建てないといけなか

ったりするわけで、それは、なかなか不便

なので、普通だったらつくらないのです。

こういうのが生まれていったというのは、

そうした歴史の中にあるわけですね。非常

に個性的だということが言えると思います。 

 これは、まだ古い写真なので、ここにま

だ再開発の前が残っていますけれど。でも、

言ってみると、この向こう側に駅があった

わけなので、この辻というのは、そういう

歴史を上手く今後も活かしていく必要があ

るかなと思います。これがあったのですね。

これは、交差点そのものです（図 15）。 

 大名町の交差点そのもので、ここが、今

でも計画として、計画された段階では、非

常に大きな通りが、フェニックス通りと駅

前の中央大通りが交差するという意味の非

常に大きな中心になるわけです。それは今

でも変わらないし、ここに様々な中心的な

建物、主要な銀行などが建っているという

意味では、ここの持っている重要性ってい

うのは今でも変わらないわけです。 

 つまり、その中心的な交差点をつくって、

ここに新しい都心を上手く構想したと、そ

図 15 
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こは見事なこうしたロータリーで描かれて

いたと、いうのが福井の戦後の都市計画の

一つの構想であったのです。ある意味、こ

れが福井の都市デザインであったわけであ

ります。 

 それは、今のまち中に貼られている地図

（図 16）でも読むことができるわけです。 

中央大通りなどですね、ここが中心なはず

なのです。ここが先ほど言いましたように、

ここに駅が、駅の出口が出来るはずだった

のが、こちら側になったということです。

これは、それを写真（図 17）で見るとこう

なるということで、これはまだ駅前広場を

つくるというか駅をつくった頃の随分古い

写真で、これは、まちなかに整備されてい

たものを撮ったわけですが、今言いました

復興の道、それから、この道の関係という

ものがよく分かると思います。 

 

 ですから、こういう形で、まちが構造と

して出来上がってくるわけですね。ここに

すごく大きな軸を二つ通して、中央大通り

によって、交差点を都市軸の中心にしよう

としたということなわけです。 

 そして、先ほど言いましたように、震災

からこれだけ年月が経って、震災復興で建

った建物がほぼ全部、つまりこの辺の建物

は、建った年代がほぼ同一なのです。そう

すると、建替えの時期もほぼ同じ位にくる

という意味では、ここを如何に、ここは、

ほとんどすべて非常に大きな敷地で公共的

な建物が全部集中しているわけです。 

 もう一つの福井の個性というのは、県庁

と市役所と駅と、それから、ここで言うと

お城ですけれども、お城が歩いていける距

離に、ものすごく近い距離にあるというの

が福井の特色なのです。ほぼ 10分位あった

ら、これを全部ぐるっと回れると。 

 お城は、お城の中に県庁があるので、県

庁へ行くのとお城へ行くのと同じなのです

けれど。お城の中に県庁があること自体が、

今はほとんどないですけれども。佐賀県庁

と群馬県庁ぐらいですかね。 

 でも、建替えの時期が来ている。では、

ずっと県庁は建替えた後も居続けるのかと

いうことが、このところ議論になって、そ

して、昨年ですかね、『県都デザイン戦略』、

「県都デザイン会議」をいうものを立ち上

げて、さきほど東村市長もおっしゃってお

られましたけれども、県と市が一緒になっ

て、この県都の中心部を今後どうしていく

かという検討を始めたわけです。 

 それは昨年度にまとまりまして、『県都デ

ザイン戦略』という冊子になっています。

その中で謳われているのは、これはおそら

図 16 

図 17 
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く、初めて県がそれを表明したのですけれ

ども、県庁は建て替えるときには出て行く

と、初めてそこで明らかにしたわけですね。

今すぐというわけではありませんけれども、

将来的にはここは違う用途になる。違う用

途になるということになれば、当然、それ

は、ほとんどのところでやられているよう

に、もう一回、市民の手に都心の城を取り

戻す、公園のようなものにするということ

だと思います。ということを言われている。 

 そしてまた、市役所もいずれ建替えの時

期が来る。こちらの方が早いわけですけれ

ども、そうするときにどうするか。 

 そして、ご承知のとおり、中央公園に建

っていた県民会館が壊されてオープンスペ

ースになって、それを機に、中央公園のデ

ザインのやり直しをやろうということで実

際にコンペがあって、素案が決まり、現在

その北半分の整備が進んでいるのは皆さん

ご承知のとおりですね。 

 ということで、今までは割合、モニュメ

ントがあって建物が建っていて見通しがき

かなかった中央公園が、かなり見通しが良

くなって、そして駐車場なんかもこれから

動かすと、お城側とはかなりアクセスがよ

くなってくる、明るくなってくるでしょう。 

 そういうことになってくると、現実的に、

県都で中央部分をこれから変えないといけ

ないということが、現実的にひとつひとつ

動き始めているわけです。駅前も、また駅

西の西口再開発も動き始めているわけです。 

 こういうこともあって、先ほど言いまし

た都市デザイン競技は、こここそふさわし

いのではないかと私も思いまして、都市づ

くりパブリックデザインセンターにも福井

市の方にもお願いして、こういうところで

やるべきではないかと手を挙げていただい

て、上手く都市づくりパブリックデザイン

センター側もここでということで、（開催が）

決まったわけです。他に候補もあったわけ

ですけれども。 

 そして、ここをどういうふうに変えたら

よいかということに関して、いろんなアイ

デアをもらおうと。と言いますのは、現実

的にいろんなものを建替えないといけなく

て、その時には、ある意味、同じある時期

の中に建替えが進むと、いろんな形で建物

を連鎖型に再開発する可能性が生まれるわ

けです。 

 一か所だけを建替えるのであれば、壊し

て建替えるしかないのですけれども、隣の

敷地も建替える、若しくはその隣も空き地

になるとかということになりますと、上手

くすると、建替えるものを同じ敷地ではな

くて、他の敷地で建替えて、徐々に徐々に

全体を順番に玉突きのように建替えていけ

ば、地域全体がスムースに更新するという

ことが可能性が出てきたわけなのです。 

 これは、現実に、いま東京では大手町で

やられています。大手町の連鎖型再開発と

いうことで、三期まで、今、進んできてい

ます。もう一期は完成して、二期がいま工

事中、三期が今ほぼ計画が固まってきたと

いう段階です。ですから、そういうことが

ここで起きそうな、起きる可能性があるわ

けです。 

 そのときに、どんなアイデアでやろうか

と。特に今回のように、日本中の様々なプ

ロフェッショナルな人に声をかけて、地域

のしがらみが無い立場で、もう少しニュー

トラルな立場でまちのことを考えてもらっ

たら、全然違うアイデアが出るかもしれな
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い。住んでいる方は、もちろん住んでいる

方だから良くまちのことをご存知なのです

けれども、あまりに知りすぎているがため

に、これはだめ、これはもう不可能だと言

うふうに思ってしまいがちなのです、いろ

んなアイデアに関して。 

 それを、そういうしがらみが無いと、提

案できるかもしれないということもあると

考えたわけであります。出来上がった通り、

フェニックス通り、これはさくら通り（図

18）、非常にゆっくりで、こういう形で 

非常に大きな幹線をつくるということで、

雪の問題があるので、普通に比べると歩道

が非常にゆったりとしている。これは全体

の、全国的な標準の（道路の）断面よりも

ゆったりしているものが出来上がっている、

というのが一つの特色でもあるわけです。 

 一方、これ（県庁の建物）が将来的には

移転してくれるとすると、どうするかとい

う問題がある。 

 それともう一つ、先ほど言いましたよう

に、このお堀は幹線道路に面していないわ

けです。それはデメリットもメリットもあ

る。デメリットというのは、車で通る人に

はお城が実感できないというデメリットが

あるのです。ですから、なるべく、そうい

う人にもこういうお城が実感できるように、

視覚的にでもどこかから見えるようにした

らどうだろうかという案が、やはりコンペ

の中ではいくつか、複数なのかな、出てき

ているわけです。 

 でも、一方で、幹線道路がないので、こ

ういう形ですね（図 19）、これは順化小学

校の近くなのですけれども、こういう形で、

お堀、一番重要な内堀のそばを遊歩道が通

ると。 

 つまり、歩行者が独り占めできるという

ような風景が生まれてきているわけです。 

これは、なかなか普通では有り得ないわけ

です。先ほども言ったように、大半の場合

は、ここに大きな道路がどーんと通ってい

ますから、こんな感じの空間がお堀と面し

て、非常に静かな、プライベートに、半分

プライベートな空間が生まれてくるなんて

ことは無いので、これも一つの個性なので

す。これを上手く活かすということ。 

 ですから、個性を上手く活かして、そし

てまた、これが、ある意味、幹線から感じ

られにくいというある種の欠点を、上手く

ビジュアルに解決していくということを考

えれば、それは一つの新しい都市デザイン

の方向になっていくのではないかと言える

のではないかと思うわけです。 

 また、これは、ヒゲ線のところから 新栄
シンサカエ

図 18 

図 19 
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のまちから出た、こういう形で、お城が正

面に出るという意味では、ここにも新しい

軸が通っているわけですけれども、なかな

かこれはこういうふうに、オフィスビルみ

たいな感じで県庁が建っていると、これが

この地域のシンボリックなコアなのだとい

うことが実感しにくいわけです（図 20）。 

 ところが、これが無くなって、ここに何

か全然違うものができると、それは、全然

違うこの軸の意味をもたらしてくれるかも

しれないわけですね。そのためには、この

中はどうあったら良いのかということが、

一つ、もう一つの非常に大きなコンペの課

題、テーマになるわけであります。 

 それともう一つ、これは、これも今日撮

った写真ですけれども、駅前が変わります。

駅前が変わると同時に、ここを見てもらう

と分かりますけれども、この南北に通って

いるこの道、これは福井の中で非常に珍し

く湾曲している道なのです。こういう湾曲

している道なのです（図 21）。 

 先ほど言いましたように、このまちは、

戦災復興などできちんと道路を引きますの

で、その意味では直線的な道路が多いので

す。その中に、この道は非常に珍しくずっ

と湾曲して通っている道なのですね。 

 

 なぜかと言うと、それはここに非常に大

きな百間堀というお堀があった。で、お堀

を埋め立てた中で道を造ったりしてきてい

るので、それがあの戦災復興の都市計画の

中でも影響を及ぼして、やはり道がこうい

うふうに曲がっているわけなのです。 

 だから、こんな不思議な、非常にこう直

線的につくってきた中で、非常に不思議な

湾曲が何箇所も見られる。こう、こう行っ

てこう行って、そのまま向こうへ渡ってこ

う曲がるのですよ。 

 これは、ある意味、これがお堀であった、

お堀側の、このお堀が人工的なお堀ではな

くて、その前、河川であったものをお堀に

したから、百間堀と言われるような幅が広

いお堀だったのですけれども、そうしたも

のがあったからこそ、ここに、それが徐々

に市街地になって埋められていった後に、

こういう道を生み出してきたのだろうと思

います。 

 これはこれで、一つの福井の個性と言え

るのではないかと思えるのです。そうする

と、ここは、非常に重要な道ではないかと

思います。 

 私は、これこそ「百間堀通り」と名付け

たいと思うのですけれど、いかがでしょう

か。市は、別に「百間堀通り」と名前を付

図 20 

図 21 
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図 23 

けた道があるのではないので、私としては、

百間堀があったところに、百間堀のその大

きな湾曲をすごく実感させるような駅前通

りがあって、あまり名前がちゃんとしてな

いとするなら、これは是非ともこういう良

い名前を、その地域にふさわしい名前を付

けたらどうかと。実は、これも『県都デザ

イン戦略』の中に謳われているわけです。 

 ですから、こういうふうに過去の「もの」

だけではなくて名前の記憶とか、そういう

ものを上手く使って、まちっていうのはも

うちょっといろんな形で活かしていけるの

ではないかというふうに考えています。こ

こが曲がって、これは少し古いタイプです

けど、曲がっているでしょ、こういうふう

に微妙な曲がり方ってなかなか無いのです。 

 

 それからもう一つ、これはどうしたら良

いか。今回は課題から少し離れていたので

すけれど、これは九十九橋のたもとであり

ます。（図 22） 

ここは、皆さんご承知かと思いますけど、

過去の最も重要なまちのヘソだったわけで

すね。こういう道路元標や里程標、古くは

高札場、江戸時代からここに高札場があっ

たわけで、この川から物資が三国の方から

運ばれてきて、ここで荷分けをしたわけな

ので、一番賑やかだった通りだったのです。 

 ここに北国街道も通っていたわけなので。

実は、駅は反対側にできたわけです、この

まちにとってはね。一番賑やかだったとこ

ろとは、お城を挟んで。だから、賑わいが

ずっと、当初、駅前に移ってしまったので、

もともとこの九十九橋のたもとが持ってい

た大きな可能性みたいなものが、見えづら

くなってしまっているわけです。 

 これを、何とか、もう一回何か活かせな

いだろうか、ここにその往時の賑わいをも

たらすのは難しいかもしれないけれども、

でも、せっかく、ここには、見事な水と対

岸には見事な桜の堤があるわけなので、こ

うしたオープンスペースや、川から山に、

足羽山に通じるような非常に大きな緑とか

の軸の中に、こうした過去の非常な重要な

手がかりの視点というものを入れていけば、

これは、そういうところを通って行くと、

橋のたもとで出会う。 

 そしてそこにちょっとした広場があると、

実はそれは道路標があったところである。

これは、明治時

代の元標、福井

県の基準点です

ね（図 23）。そし

て、大正時代に

できた道路元標、

これは福井市の

原点ですけれど

も、それがここ

だということが分かるわけであります。 

 こういうところが上手く使えれば、これ

は（都市）デザインの可能性としてはすご

く広がるのではないかなと思います。 

 そして、ここからは、見事に、特に浜町

図 22 
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の料亭街からの見事な緑と足羽山の緑が見

えると。緑がこういう形で見えて風流だか

らこそ、ここに料亭街ができるわけです。 

 だから、そういう意味での風景というも

のが残っているし、山や川はそう変わりま

せんので、時代が変わっても。また、いろ

んな災害があっても残るので、こうしたも

のを上手く使ったまち、これをもっと近く

感じさせていけるようなまちにするという

ことが言えると思います。 

 

 それともう一つ非常に重要なのは、この

養浩館のお庭ですね。これは北側です。だ

から、今とちょうど反対側。反対側にやは

り水を感じさせる、これだけ豊かな空間が

ある。これがそうですね。（図 24） 

 最も驚くべきことは、ここから（養浩館

の館内から）庭園を眺めることができると

いうことなのです。これは、福井市の人に

とっては当たり前かもしれません。ここに

行けるということはね。でも、普通、こう

いうふうな名勝庭園で立派な建物が建って

いると、なかなか入れさせてくれないので

す。例え、それが復元であっても。これ（養

浩館庭園）、素晴らしいでしょう。だから、

ここから見るために造られた、デザインさ

れた庭を、その場所から見て、そして何時

間でも居ることができると。そんな贅沢な

ことは本当に珍しいのです。 

 例えば、この庭、非常に見事でしょう。

これはどこの庭かというと、縮景
シュッケイ

園
エ ン

という

広島のやはりお殿様の庭です（図 25）。 

太田川にすぐ出られるのです。そこには、

こういう不思議な中国風の橋が架かってい

て、ここに、やはり同じような建物が建っ

ているのですけれども、この建物は入れな

いのです、許可が無いと。 

 勿体無いと思いませんか。これが文化財

の建物であるのだったら、それも止むを得

ないかもしれないけれど、これは戦後建っ

たものですよ。だって、原爆で全部無くな

ったのですから。お庭そのものも、原爆で

非常に被害を受けた。それを修復したお庭

なのです。 

 広島の人は、おそらくこれを見ると、こ

れが当たり前の姿だと思うと思うのです。

つまり、こういう立派なお庭は見られるけ

ど、建物はそれは非常に特別なものだから、

入れないのは当然でしょうと思っているか

もしれない。 

 でも、違う目で見れば、両方を知ってい

る目で見れば、それは養浩館庭園のように、

入れた方がはるかに良いのではないか、と

思えるわけですよね。ですから、それは、

図 24 

図 25 
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ここの持っている個性でもあるし、価値で

もあるわけなのです。その前には、こうし

た見事な道があって、これを、歴史を感じ

させるし緑を感じさせる（図 26）。 

 これが、このまま、例えばお城が公園に

なって、こういう雰囲気でお城まで行けた

ら素晴らしいですよね。そして、それがま

た、お城から南に行って、柴田公園を抜け

て、柴田神社のところを抜けて、そして足

羽川まで行けるとすれば、ここは住宅地、

見事な住宅地になっているのが、お城を超

えると商業の地域になって、そしてまた川

に出て、というような、まちの違いがある

中で一つの道が串刺しにする。 

 それは、ある意味、駅前からできる中央

通りと直行する「歩く道」ですよ。こうい

うものが何かできないか。それも、やはり、

今回のコンペの中では、提案の中にあるわ

けなのです。 

 そして、私が、これはちょっと前なので

すけれども、一度、福井にだいぶ前に降り

たときに驚いたことがありまして、すごく

たくさんの人がいるのです。こんな、ちょ

っと普通見ないような。何が起こったのか

と。こんな若い人が、ほとんど若い人なの

ですけれど。 

 これは「パン祭り」、最近、すごい何かお

洒落なパン屋さんがたくさん増えているら

しいと聞きましたけれども。つまり、何か

こういうところ、そういうスペースがあっ

て、そういうスペースに何かこういう（「パ

ン祭り」のような）ものが起これば、こん

なに人が出てくるということなのですね。

（図 27） 

 

確かに、もう福井には、様々な郊外にショ

ッピングセンターが建って、もう東西南北、

そこで全部もう満足してしまうかもしれな

いけれど、でも、都心にこれだけのスペー

スがあれば、そして、毎週のようにこうい

うことがあれば、人は動くのです。ですか

ら、その意味で、そういうことが言える、

できるのではないかと。それにふさわしい

空間を都心につくってあげるのです。 

 

 これから 4 つのプラン、もうあまり時間

が無いので、例えばこれ、ここに見事な軸

をつくっているのです（図 28）。これは、

実は、今の県庁線がこの辺なので、少しず

れたとこに新しく提案し直しているのです

ね。それは何かと言ったら、そこまで提案

者が考えたかどうか分からないけれど、か

つての駅をずらすというときに実現したで

あろうビスタですね。（それが）この中で実

現するのです。（つまり、）駅の方が動かな

図 26 

図 27 
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いのだったら、こっちの方を動かしたらこ

うなるのではないか、というような提案だ

とも読めるわけです。これは困難と思われ

るかもしれないけれども、でも、この辺が

大きく今変えられる、連鎖型の再開発がで

きるとすれば、全く夢物語じゃないかもし

れない。 

 

 そして、これは、公園が都市の中に如何

に開いていくか、様々なビジターですね。

特に、ここは今、中央公園が出来上がって

くるので、例えば、こういうとこに電停を

移すと、ここから見事にこう見える、ここ

に今ちょっと何軒か建物がありますけれど、

これが無くなってしまえばですけれど、こ

ういうふうに見事に見えることができるわ

けで、（公園が）都市に開いていくと、幹線

道路にね。ということを、新しい提案とし

て入れてくれているわけであります（図 29）。 

 

 また、これは、今日の市長特別賞ですけ

ども、この四季それぞれを感じさせる 4 つ

の花木を植えて、そこで四季を感じさせる。

そして、時代、桜があって、水仙があって、

これが紅葉です、そして紫陽花。紫陽花は

市の花ですし、水仙は県の花でしたか。そ

の意味で、市と県の個性もあって、季節も

冬、春、夏、秋があるわけです。 

 だから、こういうことが、そういう季節

感を感じさせるような、例えば、この、そ

れこそ歩いていけるようなお堀の周りに水

仙がずっと植わっていて、冬に、ここに見

事な水仙の花が咲くとすれば、それは他の

まちには無い地域の個性、そして、それが

内堀の水面に映えるとすれば、素晴らしい

歩行環境になるかもしれませんよね。そう

いうことだって、できるはずなのです（図

30）。 

 

 また、これは、またもう一つの提案で、

これは非常にユニークで、この辺のお城の

東側の、今、ずいぶん駐車場がたくさん増

えているようなところ、これは、なかなか

答えが、普通、他のチームはなかなか答え

がはっきりさせてなかったのです。駐車場

が増えてなかなか難しいところを、逆に、

ここを「こどもの遊び場」とするような計

画なのです。だから、こういうところに駐

車場があるというのは駄目というふうにだ

け思わないで、ここに新しい可能性を見よ

うとしているわけです。こんなことが提案

された（図 31）。 

図 28 

図 29 

図 30 
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 実は、今日、先ほどの打合せの中で、控

え室で、今日の受賞者の方々とお話を伺っ

たのですけれども、皆さん、福井とは縁の

無い人なので、福井に来たのは、このコン

ペのための説明会のときに来たと。それか

ら、ちょっと、そのほか一日くらい見たぐ

らいなのです。それでも、これだけの、福

井のまちを読み込んで、個性的な、そして

また、福井の可能性をちゃんと開けるよう

なものが提案されているということなので

す。 

 ですから、私は、この後、それぞれのプ

ランに関してそれぞれの代表の方から説明

をして頂いてディスカッションすることは、

これは、福井の新しい都市デザインの可能

性を開く、非常に大きな一歩になるのでは

ないかと思います。そして、これを単に夢

物語にしないで、これが、少しでも可能性

があるところから少しずつ実現するような

ことが、このまちでは『県都デザイン戦略』

ということで、少しずつ動いてくれている

わけです。 

 普通、こういう県都と言われるまちは、

県と市は仲が良くないのが普通なのです。

だから、両方でお金を出し合って会議やっ

て、会議のときに、知事も市長も来られた

わけですけれども、こういう会議ってなか

なか無いのですよ。これができている。そ

れは、一つには、県庁と市役所が、ある意

味、あまり違わない時期に建替えしないと

いけないし、それが大きく都心を変えるこ

とに繋がっていくと、その時期がそう遠く

ないという、この福井の今の状況があるか

らなのですね。 

 だから、これは、都市のデザインが何か

可能性を持てるのではないか。ちょうど、

昭和の 20年代の半ばに、駅前の中央通りを

つくっていった、つくれた。お金が無くて、

物もなくて、ほとんど住むとこも無いよう

なときに、あんな見事な通りができたわけ

なので、今、我々もお金も無くて人材もい

ないかもしれないけれど、でも、やれない

わけはないですね。それは、一つの構想を

やって、みんなが知恵を出せば、お金がか

からなくても、やれることもありますし。

「パン祭り」なんてね、やれるわけですか

ら。 

 そういうことで、一つの可能性をこの場

から、議論していきたいと思います。 

 

以上です。どうも、ご静聴ありがとうござ

いました。 

図 31 
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司会 

 それでは、只今からパネルディスカッシ

ョンを始めます。テーマは「新しい福井へ！

都市デザインからのアプローチ」です。先

ほどの西村様の基調講演も踏まえながら、

ご議論いただきたいと思います。 

 それでは、出演者の皆様をご紹介いたし

ます。 

 

 まず、さきほど、ご講演いただきました

西村幸夫先生です。続きまして、福井大学

大学院工学研究科教授 野嶋慎二先生です。 

続きまして、福井市長特別賞の、戸田建設

株式会社 加茂川智哉様と平田拓也様です。 

続きまして、国土交通大臣賞の、大成建設

株式会社 石田武様です。続きまして、まち

づくり月間全国的行事実行委員会会長賞の、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京理科大学准教授 伊藤香織様です。続き

まして、公益財団法人都市づくりパブリッ

クデザインセンター理事長賞の、清水建設

株式会社 宮前和也様と岩井正道様です。 

 今回のパネルディスカッションは、西村

先生と野嶋先生のダブルコーディネーター

で進めていただきたいと思います。 

 今後の進行は、野嶋先生にお願いしたい

と思います。野嶋先生、よろしくお願いい

たします。 

 

野嶋氏 

 それでは、さっそくパネルディスカッシ

ョンを始めたいと思います。どうぞ、よろ

しくお願いします。 

 このパネルディスカッションは少し変わ

っていまして、お一人ずつ大体 7 分から 8

分講演をして頂いて、その中で浮かんでき

た論点を基に皆さんでディスカッションし

ていきたいと思っています。皆さん専門家

ですので、あまり抽象的な話ではなくて「こ

こをどうしたら良いか」ですとか、具体的

な議論をしていきたいと思っています。 

 それでは、早速ですが、最初の発表者の

パネルディスカッション 

  「新しい福井へ！都市デザインからのアプローチ」 

コーディネーター 

 西村 幸夫氏 

［東京大学先端科学技術研究センター所長・教授/第 16回「まちの活性化・都市デザイン競技」審査委員長］ 

 野嶋 慎二氏［福井大学大学院工学研究科教授］ 

パネリスト 

 加茂川 智哉氏・平田 拓也氏［戸田建設株式会社/福井市長特別賞］ 

 石田 武氏［大成建設株式会社/国土交通大臣賞］ 

 伊藤 香織氏［東京理科大学理工学部建築学科准教授/まちづくり月間全国的行事実行委員会会長賞］ 

 宮前 和也氏・岩井 正道氏［清水建設株式会社/（公財）都市づくりパブリックデザインセンター理事長賞］ 
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方。戸田建設さんです。福井市長特別賞を

先ほど受賞されましたけれども、加茂川さ

んと平田さんどうぞよろしくお願いします。 

 

加茂川氏 

 戸田建設の加茂川と申します。本日はよ

ろしくお願いします。それでは、提案の内

容を発表させていただきたいと思います。 

 

 まず、タイトルは「歴史の舞台と四季の

彩
ハ ナ

道
ミ チ

」というタイトルでございます。提案

の主旨、コンセプトを説明させていただき

ます。 

私たちは、福井の中心市街地の魅力の特徴

として、歴史ある福井城址と美しい四季に

注目しました。 

 歴史の舞台となる福井城址を核として、

周辺に点在する食文化、自然、歴史、住環

境、こういったものを福井の特産品や 四季
シ キ

彩
サ イ

でつないでいきたいと考えました。そう

することで、福井の持つ歴史的な魅力を四

季とともに感じることができる町並みをつ

くりたいと考えました。 

 

 このコンセプトを実現するために、三つ

の提案を行います。まず一つ目は、「集まる」

ための提案です。市民活動と歴史発信の舞

台となる城址公園をつくります。二つ目は

「賑わう」ための提案です。地区ごとの魅

力を再生するために四つの 彩
ハ ナ

道
ミ チ

をつくり

ます。三つ目は「巡る」ための提案です。

歴史をつなぐ四季彩の散歩道をつくります。

こちらにあるような、福井の歴史資源や四

季の彩り、特産品を有効に活用していきた

いと考えました。 

 

 一つ目、「集まる」ための提案です。城址

公園についての提案になります。城址公園

は、西側の中央公園、東側の福井城址、二

つの場所で性格づけられています。まず、

中央公園ですが、こちらは市で進めている

基本計画案をベースとし、市民文化活動の

場として位置づけました。フリーマーケッ

トや屋外コンサート、ビアフェスタなど、

市民が憩い、活動する場所として整備しま

す。 

 次に福井城址ですが、こちらは歴史情報

発信の場として位置づけます。県庁、警察
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署等が移転後に、天守閣の櫓を段階的に復

元していきたいと考えました。これら、性

質の異なる二つの公園が御廊下橋でつなが

ることで、市民と観光客が一緒に集う城址

公園となると考えました。福井城址の瓦門

を観光ビジターセンター、歴史資料館とし

て復元、整備します。 

観光者向けの歴史情報発信の拠点として整

備したいと考えました。さらに、現状は分

断されてしまっている石垣、これを門を復

元していくことでつなげ、遊歩道として整

備します。石垣の遊歩道からは、復元した

天守閣等が象徴的に見える場所となります。 

こちらが、歴史の舞台、福井城址のイメー

ジパースです。 

本丸御殿跡をかたどった親水空間を中央に

配置し、古くは五重のお堀に囲まれていた

福井の水の記憶と、本丸御殿の歴史を感じ

ることができる歴史の舞台となると考えま

した。 

 次に、「賑わう」ための提案です。地区ご

との魅力を伝えていく四つの 彩
ハ ナ

道
ミ チ

をつく

ります。福井城址周辺は、四つの異なる性

質のエリアに分けられると考えました。南

側の福井駅周辺へとつながる商業・業務エ

リア、西側の片町界隈につながる食・文化

エリア、北側の養浩館庭園につながってい

く歴史体験エリア、そして、東側の戸建住

宅の多い都市住居のエリアの四つです。城

址を核として、四方に彩道を伸ばしていき

ます。そして、それぞれのエリア特性によ

って、テーマの町並みをそれぞれに性格付

けし、城址への賑わいを引き込みたいと考

えました。 

 

各 彩
ハ ナ

道
ミ チ

の説明をします。南側には、福井

駅と既存商店街の賑わいを城址へと引き込

んでいく「商いの 彩
ハ ナ

道
ミ チ

」を整備します。

西側には、片町、浜町といった町人街エリ

アとつながっていく「食と文化の 彩
ハ ナ

道
ミ チ

」

を計画します。北側には、養浩館庭園、郷

土歴史博物館とつながる「歴史の 彩
ハ ナ

道
ミ チ

」

をつくっていきます。さらに、東側には既

存の都市住居や低未利用地を活かした住民

の憩いの場となる「職と住の 彩
ハ ナ

道
ミ チ

」をつ

くります。それぞれの 彩
ハ ナ

道
ミ チ

は、歩行者専

用道路として歩いて楽しめる道となると考
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えました。 

 

 三つ目、「巡る」ための提案です。歴史を

つないでいく四季彩の散歩道をつくります。

こちらが既存の「歴史の道」ですが、こち

らに福井市の特徴的な植物が彩る四季彩の

散歩道をつなげ、福井の歴史や福井らしい

風景を楽しめる街路空間を整備しました。 

 まず、春は桜の散歩道を桜の名所である

足羽川までつなげます。夏は市の花でもあ

る紫陽花の散歩道を片町界隈まで。秋は紅

葉の散歩道を養浩館庭園まで。冬は県の花

でもある水仙の散歩道を城址と住居地域ま

でつないでいきます。 

これらの散歩道をつないでいく際に、笏谷

石や越前和紙など、福井市民にとって馴染

みのある素材やデザインをベンチやサイン

などに用いていきます。そうすることで、

福井市民がまちへの誇りや愛着を持てると

考えました。 

 四季の彩道の具体的なイメージを説明し

ます。まず、春の桜に彩られた「商いの彩

道」には、建物の低層部に店舗を誘致して

広い歩道空間を活かしたオープンカフェ等

が展開されます。 

夏の紫陽花に彩られた「食と文化の彩
ハ ナ

道
ミ チ

」

は、食文化や町人街の雰囲気を引き込みな

がら、城址公園をつながっていきます。秋

の紅葉に彩られた「歴史の 彩
ハ ナ

道
ミ チ

」では、

工芸品や歴史を体験できる施設を計画して

いきます。冬の水仙が配置された「職と住

の 彩
ハ ナ

道
ミ チ

」では、商店や食堂、工房などを

誘致し、住みながら快適に働ける場所をつ

くっていきます。 

 

 最後にまとめます。これら、歴史の舞台

と四季の 彩
ハ ナ

道
ミ チ

をつくることで、福井の魅

力である福井城址の歴史と四季の美しさを

活かした、どんな季節でもこれらを楽しめ

る福井の町並みを提案します。 

 ご静聴、ありがとうございました。 

 

野嶋氏 

 はい、ありがとうございました。早速、

ディスカッションに入りたいと思いますが、

伝え忘れましたけれど、皆さん、会場の方
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からも最後に質問のコーナーがありますの

で、この 20分間は、ディスカッションの時

間にしたいと思います。 

 さて、平面図を出していただけませんか。

まず、このチームの特徴は、お堀の歴史で

すね、この歴史性を活かして「つなぐ」と

いうコンセプトが一つあるだろうと思いま

す。先ほど西村先生のお話で、戦災復興計

画の特徴であります並木道ですね、しっか

りした計画のもとに並木道が造られていま

す。その当時の写真を見ますと、多くの人

がこの幅員の広い並木道をゆったり歩いて

いるという写真がありました。ということ

は、当時、それほど車が通るとは予想され

ていなかったということです。この車で占

拠され幅員の広いことがかえって歩行者が

隣の地区に行くときに分断要素となってし

まっているのです。 

 ここの片町という歓楽街と浜町という昔

の面影をのこした街とここの中央商店街、

こうした周辺地区とどうやって繋がってい

くかというところが非常に大きな課題だと

思いますが、このチームはそれを四季の花

ということをモチーフとして、見事にこう

繋げていくようなことをやられていると思

います。 

 そこで、こうした「繋ぐ」というところ

のプロジェクトで言いますと、その他にど

んなことが考えられるか、ちょっとその辺

をお聞かせいただきたいと思います。いか

がでしょうか。まずは、加茂川さん。 

 

加茂川氏 

 はい、「繋ぐ」方法としては、今回、四季、

草花というものを前面に押し出して提案さ

せて頂いたのですけれども、他にも考えて

いることとしては、ちょっと提案の説明の

ときに触れたのですけれども、やはり四季

に加えて福井の特産品だったり、石垣に使

われていたような笏谷石みたいなものをサ

インなどに使っていくことで、道としては

途中で分断されてしまうかもしれないけれ

ども、点として繋がっていく、歩いて楽し

む道をつくっていきたいと考えました。 

 

野嶋氏 

 石田さん、いかがですか。 

 

石田氏 

 そうですね、私に振られると思っていな

かったので、ちょっと上手く言えるかなと

いうところもあるのですが…我々の提案の

中で、西村先生のお話にもあったのですが、

お城の内側にどんどん市街化が進んでいっ

て、その結果として、他には無い都市がで

きていったというお話があったのですが、

感じたのは、新しくできた大通りとか昔の

通りと、お城の関連性がやや薄いのかなと

いうのは感じまして、我々の提案でもその

部分をどうするかを提案させていただいて

いるのですけれども、そこを如何に大切に

していくかが重要かなというふうに思いま

した。 

 

野嶋氏 

 そうですね。提案の中でやられていると

いう、後でご説明がありますけれども。他

に何かございますか。伊藤先生、いかがで

すか。 

 

伊藤氏 

 今のプレゼンテーションをお聴きしてい
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て、四方に出ている「彩
ハ ナ

道
ミ チ

」でしたか、あ

れが歩行者占用道路というのが良いなと思

いまして。この敷地が歩いてちょうど良い

規模なので、それを思い切って歩行者専用

にしていくということ。そのスケールに対

して、一方で足羽川の方まで並木を連ねる

ことで、視覚的にあるいは意味的に繋いで

いくという、二つのスケールの「繋ぐ」が

見えてきたかなと思います。 

 

野嶋氏 

 宮前さん、いかがですか。 

 

宮前氏 

 いろいろな色彩、素材などで道をつくる

という提案でした。プラスしてその先に何

か具体的な目的がなければ、「繋ぐ」といっ

ても、そこを、なかなか歩く気にならない

のではと思います。実際に、たとえば、食

の「繋ぐ」先に何か食に関する市場のよう

なものがあったりとか、たとえば、その先

に公園があるとか、何かその先にある目的

のようなものがプラスしてあると厚みが増

すのではないかと思います。 

 

野嶋氏 

 僕もそう思っています。ここに渡っても

らえるような何かここに無いと、なかなか

渡らないと思うのです。渡ってもらえる魅

力的な場所をつくることだと思います。 

 

宮前氏 

 先のものも何か提案できれば、より厚み

が増すかなと思います。 

 

 

野嶋氏 

 西村先生、いかがですか。 

 

西村氏 

 はい、審査の中で議論になったこととは

別の話題なんだけれど、ここの本丸広場の

ところに、水がすごい張ってあるじゃない

ですか。平面でこう、お城の建物の形をや

るというのは、それは分かるんだけれど、

ここまで水があるとなかなか逆に使い道が

すごい限定されてしまうとかね。本当にこ

れ大丈夫かというのは結構出てきたんです

けれど、ここはどうですか。提案の意図と

しては。 

 

加茂川氏 

 ここは本丸御殿の跡をかたどって水盤を

計画していますが、確かに規模としては

少々大き過ぎるかもしれません。 

ただ、私の個人的な記憶として、私は水戸

出身なのですけれど、市の美術館等にはよ

く水盤があって、特に子どもがそこで水遊

びをしていたんですね。そういうような子

どもの頃の記憶が、非常に水というものと

リンクするのではないかという思いがあり

ます。例えば、福井の子供が「小さい頃何

かよく分からないけど城址内で遊んだ、あ

の水盤は何だったんだろう。実は本丸御殿

の跡だった。」というように成長してから気

づいたりすると、より愛着みたいなものが

増すのではないかということで、真ん中を

あえて水を張ったのですが、ちょっと大き

過ぎるかもしれません。 

 

野嶋氏 

 面白いですね。本丸内はあまり再現しな
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くて、瓦門を復元する。そのような歴史の

受け取り方ということですね。歴史をどう

読み取るかというところが面白いところな

のだと思います。後は、お城、城址の周り

は回れるのでしょうか。 

 

加茂川氏 

 ちょうど石垣のレベルが、だいぶ城址の

中よりも上がっていると思います。今の状

況ですと、瓦門から南側の一部だけ石垣に

上れるようになっていますが、そこまでし

か石垣には行けません。そこから先に行こ

うとすると崩れていたりして危険な箇所な

んかもありましたので、そこをこう一周ぐ

るりと回れるように整備すれば、桜がすご

く綺麗ですので、より城址を体験できるん

じゃないかと思います。しかも石垣の上の

レベルと城址の少し低いレベルの二種類が

楽しめるというところはなかなか無いので

はないか。ということで、石垣の散策路を

提案しました。 

 

野嶋氏 

 それから、もう一つ着目したいのは、エ

リアの話がありますよね。お城は確かに大

事なのですが、お城の周りのエリア、西側

と南側、東側。特に東側は駐車場が多いと

いう話なのですが、ここではどういうエリ

アを目指しているのでしょうか。 

 

加茂川氏 

 東側ですね。ちょっと提案上はあまり詳

しくは触れなかったのですけれども、現状

では虫食い状の状態になっているので、基

本的には虫食い状の空き地をある程度まと

めて、住居を建替えていくような形をした

いと考えています。ばらばらの空き地を一

箇所に集約させてオープンスペースをつく

っていきます。図面上は分かりにくいので

すが、緑色の部分が公園です。昔の掘の跡

の形をなぞっていくような形でオープンス

ペースをつくって、そこでマルシェなどの

イベントができないかなということを考え

ています。 

 

野嶋氏 

 住居とおっしゃったけれど、要するに、

人が都心部に住めて、むしろアクティブな

住み方をしながら住んでいくような、その

ようなところですね。 

 

加茂川氏 

 そうです。 

 

野嶋氏 

 南側のところはオフィスですか。 

 

加茂川氏 

 南側はオフィスというよりも、どちらか

というと商業施設です。テナント、物販で

あるとか、どちらかというと商店街的な性

格を、城址の方に向かって持ってこれない

かと考えています。 

 

野嶋氏 

 はい、それでは時間が来ました。このチ

ームは、お城の周りのエリアをしっかり考

えて、お城を中心として周りをしっかりと

イメージをつくり、お城と周辺エリアを四

季の花でつなぐという、とても明確なコン

セプトでとても良いと思います。また後で、

ディスカッションをお願いします。 
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 次の提案ですが、大成建設さんの石田さ

んの方から発表をお願いしたいと思います。

どうぞ、宜しくお願いします。 

 

石田氏 

 皆さん、こんにちは。私たちは東京から

参りましたが、今日はこのような発表の機

会をいただきまして、ありがとうございま

す。それでは、早速ですが、提案の方を説

明させていただきたいと思います。 

 

 タイトルは「福井まちづくり啓発録」と

いうことで、地元で、もう皆さん御存知の

とおり、橋本佐内先生という方が幕末の時

期に立派な志を立てられましたので、我々、

東京から来て、具体の細かい部分までは提

案できないにしても、志の部分はしっかり

つくって、それで皆さまに訴えかけるもの

がつくれればということで、今回、提案さ

せていただいております。メンバーは、こ

のように主に 30 代から 40 代、あまり福井

での土地感というのはなくて、東京からや

って来て提案させていただいております。

提案に当たって、今回、お城とお城の内堀

の周りの市街地が対象ということで、我々

としては、中はともかく、周りをどのよう

につくっていくかは大分悩みました。 

 

その上で、手がかりとして、まずは読み解

く作業を、作業としてはかなり時間を割い

たかなと思いますので、簡単にご紹介させ

ていただければと思います。これは、我々

が皆さんにお話するようなことではないの

ですが、我々が読み解いた内容として簡単

に聴いていただければと思います。 

 なぜ、この場所にお城ができたかという

ことで言いますと、この足羽川と九頭竜川

に挟まれたところで守りや攻めに適したと

ころ、しかも、吉野川が足羽川に合流する

ところになるので、北側から西側にお堀さ

え回せば、防御に適しているだろう。それ

と、どちらかというと京都からの入り口に

あたる場所なので、そういったことの理由、

当たっているかはずれているか分からない

のですが、この場所にお城があるのは、い

ずれにしてもここにしかなかったのかなと

いうような印象を感じました。それが江戸

時代になって、福井藩が置かれて、しっか

りした城下町が形成されていくわけですけ

れども、お城の横に北陸街道がどのように

通るかということで言うと、やはり先ほど

の東側は旧吉野川だったので、街道として

は西側を通って北に抜けていったのかなと

いうふうに読み解きました。なので、城下

町はそういう理由で西側に形成されて、今
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は、何となくお城の正面は南側の印象があ

るのですが、当時は（城下町の）東側が正

面だったのかなというふうに推測をしてお

ります。（また、）お城を登るルートに、難

しい南側や東側ではなくて西側や北側を使

っているのも、何となくそういうことを裏

付けているのかなというようなことで読み

解いております。 

 その後、明治・大正になって、特にお堀

の周りの部分は、公共施設を中心にいろい

ろな施設が建っていって市街化が進むわけ

ですけれども、この当たり以降の話はもう、

西村先生の前半のご紹介どおりで、我々が

特に補足する必要はないのですが、やはり

このお堀を中心に市街地の変遷が見られる

のかなということで読み取らせていただき

ました。 

 それから鉄道も開通して、鉄道について

は、西側が市街地だったので東側を回った

のかなというのが大雑把な推測ですけれど

も、先ほど西村先生からのお話にもあった

とおり、駅が南側に顔としてできまして、

そういったこともあって南側がどんどん都

心として発展してきたのかなと。そのよう

なことを踏まえて提案を作っていくという

ことで、まず読み取らせていただきました。 

その上での提案の考え方、考え方に加えて

将来像も提案させていただいています。 

 

 まず一つ目としては、「復原」ということ

を掲げさせていただきました。お城の内堀

の内側、本丸のエリアをどうしていくかと

いうことでは、いろいろ歴史的なことを踏

まえると、やはり、ここは内堀に囲まれた

特別な場所でありますし、そういう意味で

は市民に親しまれるような、そういう場所

にしていく拠点性を維持しながら市民に親

しまれる場所、そういった形につくってい

くことが、これからの市街地にふさわしい

のではないか、そのようなことを考えまし

て、復原していくことで、これについては

我々チームの中では概ね一致した中で提案

させていただいています。 

 

その上で、どのように復原していくかにつ

いては色々悩む部分もありましたが、先ほ

ど言ったように、市民参加をしながら、市

民にも親しまれていくような空間、そのよ

うなことで練って提案を描かさせていただ

いております。 

 やはり天守閣というのは、お城の象徴と

なるものですので重要だろうということで、

できるだけ忠実に復原していくことが望ま

しいだろうと考えました。御殿については、

これは形的には復原していくのですけれど

も、中身については、いろいろ市民に親し

まれるような内容の用途、あるいはつくる

プロセスも（市民が）参加してつくってい

くことが、市民権を得られる貴重な場所に

なるのではないかということで、少し時間

をかけながらじっくりつくっていくイメー

ジで提案させていただきました。 

 ここでは、途中の段階で、一期について

は、例えばですが、料亭的なものを御殿の

中に設けて、まだ完成してない部分は暫定
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的に広場、キャンプ場のような使い方など

であるとか、そのようなことで描いており

ます。 

 最終的には、市民に親しまれる、具体的

には皆さんでまた議論していただければ良

いと思いますが、この本丸の中で泊まれる

ことは必要な体験じゃないのかということ

で、宿泊機能みたいなものを。あるいは、

今、郊外にある美術館などを入れることが、

アイデアとして描いてあります。それと、

オープンスペースが中にあると良いのでは

ないかということで、そのような空間も設

けました。当然、櫓とか塀は、景観上、重

要な要素になりますので、できるだけ再現

して利用することで入れています。 

それと、今の県庁、県警の機能を出してし

まうことには、それほど我々は抵抗なかっ

たのですが、ただし、今までここでそうい

う機能が維持されてきた記憶を繋ぐことも

大切ではないかということで、この議事堂

ホールは残して活用するようなことを入れ

てあります。さらに、価値ある中心地とい

うことで、そこに市電を伸ばしてくること

もあるのではないかということで、入れさ

せていただきました。 

 

 続いて「再編」というところですけれど

も、こちらは、まずお城が、県庁が移転し

てしまうということで、その県庁の移転先

をどうするかを考えていかないと、なかな

か解けないだろうということで、その次に、

その再編をどう図っていくかを、我々とし

てはいろいろなやり方を考えました。結果

的には、南西部分に移転ということで案を

まとめております。これは、今、いろいろ

地元では議論されているようですけれども、

我々の方で大雑把に整理した結果では、や

はり中心市街地の拠点性を維持するという

ことでは、今の区域の中にあるのが望まし

いのではないか、そのような結論で残す案

を提示させていただきました。 

 

 

 それから、続いては「眺望」ということ

です。これは、前半の西村先生のお話があ

ったのですけれども、我々、福井にやって

来たときに、やはり駅前とお城との繋がり

があまり無いことに少し違和感を感じまし

た。その後、いろいろ資料などを調べると、

きちんと結べなかった理由なども紐解けた

のですけども。 

 今の駅前の計画を見ると、かなり駅前の

一つの正面の場所に在来線、新幹線、それ

から私鉄、それから市電、その乗降機能、

バスも含めてですが、一箇所に集約されて

きますので、ここを起点に眺望をつくって

いくことが重要だろうということで、まず

駅前に視点を定めさせていただきました。 
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その上で、お城側が、今は橋の袂に道路が

延びておりますが、新しく天守閣ができる

のであれば、そこを結ぶことが重要だろう。

ということで、ここが大事業になるのです

けれども、是非ともこの軸をつくることを

提案として盛り込んでいきたいということ

で、少し大胆ですが、入れさせていただき

ました。 

 そうすると、福井駅を降りて、駅前を降

りた印象として、天守閣を望むビューが、

新しく福井に来た人にアピールできる。ま

た、福井に暮らしている人も、帰ってきた

ときに、この風景が目に入ることで印象的

な都市をつくれるのではないかと考えてい

ます。 

 

 続いて「回遊」ということです。こちら

については、中央公園の整備などが予定さ

れておりましたが、さらに、これが復原す

るだけの今の整備だけですと、他の市街地

との連携が少し作りにくいのではないか。

それから、江戸時代に（城下町の）東側か

ら入ってきて南に回って登城するルートが

ありましたが、そういう歴史性がある部分

も、今は上手く活かせて無いのではないか。

そのようなことから、中堀空間をさらに広

げるということで提案させていただきまし

た。 

 そういうことをやることで、本丸ゾーン、

中央公園ゾーン、中心市街地の商業ゾーン、

駅前ゾーン、これらを回遊する都市構造と

いうものが、さらに強化できるのではない

かということで提案させていただいていま

す。眺望的にも、街中で天守閣を親しまれ

る、親しんで見える場所が増えてくるので

はないかと考えました。 

 

 それから、最後、「郷土愛」ということで

掲げさせていただきました。 

先ほど、お城の復原の部分でも触れさせて

いただきましたが、こういう市民にとって

大切なプロジェクトは（市民）参加型でや

っていくことが重要なのではないか。その

ような視点から、特にお堀の内側ですけれ

ども、参加型で、しかも少し起業的な要素

も盛り込みながらやっていくと、より愛着

が持てるまちになるのではないか。そのよ

うな視点で提案させていただいています。 

 

 最後ですが、そのようなことをプログラ

ムとして組んでいくとどのようになるかと

いうことで、いろいろ、今、新幹線の開通

ですとか県都の戦略の計画なりもあります

ので、そういうものになぞらえて我々の案

を当てはめてみると、このような整備を進

めていくこともあながち夢ではないかなと
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いうことで、少し進め方を列記させていた

だいております。 

 説明が長くなってしまいましたが、以上

で発表を終わらせていただきたいと思いま

す。 

 

 

 

野嶋氏 

 ありがとうございました。平面図を出し

ていただけますか。 

 石田さんたちの案は、かなり論点が明確

なものがたくさんあると思います。お城の

中をかなり復原されていますので、本丸を

含めてほとんど全て復原するような感じで

すよね。そのことをどう考えるかというこ

と、後は、都市機能、県庁・市役所をどこ

に移転したら良いか、そういった明確なビ

ジョンをはっきりと出しているということ

が面白いと思います。後は路面電車ですね、

路面電車をお城の中まで入れているという、

何か、そういった福井のこれからの重要な

プロジェクトを指し示しているのかなと思

いますが。 

この辺、西村先生、いかがでしょう。この

辺、どういう審査が行われたのでしょうか。 

 

西村氏 

 これは、国土交通大臣賞は一等賞という

ことで、一番総合的に考えられているので

はないかという議論でしたね。最初のこの

軸が、みんなびっくりしたのは、これを今

の道と違うところにつくって、これをきち

んとした形でパースで示して、なおかつ電

車が真ん中ぐらいを通っていると。これは

誰も考えなかったねという感じで。これも

言われてみればそういう、できるかどうか

は別だけど、提案としてはすごく面白いな

ということでしたね。 

 それと、割合、全体の、今の話は別だけ

ど、この辺の総合的な再配置みたいなもの

を、きちんと一応この中に置いて、そして

今日の提案にもありましたように、やられ

ているということと、それがどういうプロ

グラムでやられているかということがきち

んと描かれていると。 

 今日、伺っていると、歴史をきちんと読

み解いたと、これも実際に今日のパネルの

中に描いてありますね。歴史からきちんと

読み解いて、現状を見て、そしてそれをど

う変えたらどれくらいになるかということ

に関して、非常にバランス良く全体をまと

められているという、全体としてはそんな

評価でしたね。 

 

野嶋氏 

 はい、他のパネラーの方はいかがでしょ
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うね。この辺、ご質問とか、ここがうちの

チームとは違うとかいう部分があると思い

ますけど。いかがでしょうか。 

 

加茂川氏 

 我々の案ですと、先ほど少し話に上がり

ましたが、本丸御殿跡を水盤としています

が、こちらの案では本丸御殿を建物として

復元しています。ただし単純にそのまま復

元するのではなく、養浩館庭園は実際に中

に人が入れることが特徴だと西村先生のお

話にもありましたが、そういった特徴を継

承したような形で、「食べる」であるだとか

「泊まれる」といった現代的な機能を取り

込みながら昔の歴史を復元していくという

ところが、とても魅力的だと感じました。 

 

野嶋氏 

 特に、「つくるプロセス」をしっかりと考

えていて、ガウディじゃないですけれども

サグラダ・ファミリアは、寄付でお金を出

し合いながら、そして注目されながら少し

ずつ造っているという、何かそのようなイ

メージもあったのですけれども。そういっ

た市民が関わることによって、愛着が湧い

て、つくり続けているというそういう感じ

でしょうか。 

 

石田氏 

 そうですね、そういうイメージを強く出

していきたいという話もありましたし、中

で議論している際には、そういうことで福

井の職人の技能の育成みたいなことを担う

ようなこともできるのではないか、そのよ

うなことで入れさせていただいています。 

 

野嶋氏 

 あと、県庁はどこに行くかというのが問

題としてあるのですが、このチームだけは、

県庁をこの大名町交差点のところに置いて

います。なかなか話しにくいこととは思い

ますけれど、宮前さん、いかがでしょう。

本当は、県庁はどこにあったら良いのでし

ょうか。郊外も含めて。 

 

宮前氏 

 正直、何も考えてなかったのですけれど。

提案の中でも具体的には考えていません。

例えば北側に少し歩いた 1 キロくらいの圏

内のところにあるとか、川側にあってもい

いなと思います。というのは、そっちの方

で、また県庁を主にした何か賑わいみたい

なものが、つくれれば、そこまでの軸とい

うか、そことの繋がり、そういう県庁通り

のような道もできるのではないかな、とい

う考えがあります。 

 

西村氏 

 ただ郊外には行かない（ということです

か）。1キロが限界ですか。 

 

宮前氏 

 あくまで、歩いて行けるぐらいの（範囲

内で）、というように今は考えています。 

 

野嶋氏 

 はい、県庁・市役所をどこへ持っていっ

たら良いか、いかがですか、伊藤先生。 

 

伊藤氏 

 私たちの案でも、敷地内に県庁は入れて

ないんですね。具体的には検討していない
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のですけれど、イメージとしては駅の東側

かなと。市役所と県庁は、役割も来る人も

違っていますね。市役所のように、市民の

方がよく訪れるような施設は、ある種の集

客施設なので、現状で空洞化の傾向のある

中心市街にあって欲しい。一方で、県庁は

別の核をつくると考えても良いのではない

かと思ったので。ただ、大成建設さんの案

は、思い切った案で面白いなと思います。

たいへん勉強になりました。 

 

野嶋氏 

 それともう一つ、路面電車のことが出て

います。ここですか、ここからこう行って、

こう行って、お城の中のここで終点という

ことですね。なかなか良い案だと思います

が、どうでしょう、路面電車も含めて、こ

ういう活用の仕方はいかがでしょう。また、

他のルートはあるのでしょうか。たとえば、

他の提案ではこの外周道路（幹線道路）を

まわしていくというのもあったのですが、

そういうことも含めて。加茂川さん、いか

がですか。 

 

加茂川氏 

 路面電車がそのまま、しかも結構現代的

な「どこでもドア」みたいなものが歴史的

な城址の中に入っていくというのは、個人

的には違和感がありますが、今の時代に「路

面電車がある」ということが珍しいので、

今日のテーマでもある都市の「個性」とい

うようなものとして、非常に有効に活用で

きているのかなと思います。 

 

野嶋氏 

 他にいかがですか、路面電車については。

石田さん、これはもう、ここに入れるもの

だとうことで決まっていたのですか。 

 

石田氏 

 路面電車については、中で議論していた

ときには、特にいじらなくても良いのでは

ないか、それなりに完成度の高い路線だと

思いましたので。そういう考え方と、後は

先ほどの話にもありましたように、少し北

にまわしていく案ですかね。それで、ぐる

っと周ってまた北の方角に伸びていく案と、

幾つか考えたんですけど、機能的な面の話

のほかに、私のイメージとしては、このお

堀の橋のところを路面電車がゆっくりとお

城に入っていくシーンというのがすごくま

た良いのではないかな、風景として良いの

ではないかなという思いで、そういうこと

もあって採用させていただきました。  

 

野嶋氏 

 はい、どちらにしても、かなり福井にと

っては、良いシーンになっていくというふ

うには考えていらっしゃったということで

すね。 

 

西村氏 

 質問ですけれども、城の中は復原がメイ

ンなんですけれども、一個だけ議事堂ホー

ルというのが「建物を活かす」みたいなの

があるじゃないですか。これも確かに一つ

の方法でね、県庁も県警の建物もすごく古

いというわけではないので、何らか（の形

で）もう少し使い続ける必要があるかなと

も思うところがあるんですよね。そうする

と、こういう形で、用途は変わるけれど建

物は活かしてというのも答えとしてはある
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んです。 

 ただ、こうなると、片や復原で片や（そ

のまま活かしてと）なると、どういうふう

に調和させるのかとか、というところが、

中でどういうふうに解決されたのか。 

たとえば、残すのだったら残すで今在るも

のを残して使うのであれば、空間としては

もう少し現代的な空間の中で大きく変わっ

たと。つまり、現代的な建物を違う形で残

すというのは、ある意味、用途を変えてい

こうというわけだから。お城の空間をまた

用途を変えて広場にしていこうとかね、似

ている発想だとすれば、そういう組み合わ

せもあったのではないかと思うんですけど

ね。 

 その辺の議論を、どういう形で、こう、

ここにおさまっていくかと言うか。 

 

石田氏 

 お城を復原していく中で、それでは今ま

であった、先ほどの発表でも少し触れさせ

ていただいたのですが、今まで県が果たし

てきた機能・役割とかを、この場所で行わ

れていたことを忘れてしまって良いのだろ

うか、そこが発想の出発点としてありまし

た。それで、先ほどの県庁の移転案の中に

は採用しなかったのですが、お堀の水面か

ら御殿の間のこの地下の中に、県庁機能を

埋めて残せないかみたいな議論はあったの

ですけれども、なかなか、それはボリュー

ム的に難しいだろうということで、それで

結論的には、地区の中で移転ということで

まとめているんですが。 

機能としては、やはり、そういうことがあ

ったことを伝えることも重要ではないか、

それと、後は、何か残すということでは、

一番この議事堂ホールがボリューム的にも

馴染みやすいのではないかということで、

残させていただきました。内部の検討では、

そのような議論があったかと思います。 

 

野嶋氏 

 僕が気になったのは、この軸を通したの

は良いのですが、この両脇がその割にはあ

まりデザインされていないというところで

す。時間が無くなったのか、あえてしなか

ったのか、どちらか分かりませんけど、多

分、考えられていたんだとは思いますけど。

いかがでしょうか。 

 

石田氏 

 なかなか、ここを再編するといっても、

かなり、おそらく低層の市街地にはできな

いだろうということで、ある程度、中高層、

イメージ的には天守閣より低い 30 メート

ルくらいのものは何か並ぶだろうなという

ことで想定しておりましたが、あまりそこ

を踏み込むのは、今回ポイントからは少し

はずさせていただいております。 

 

野嶋氏 

 ありがとうございました。そうしました

ら、続きまして伊藤先生の方から発表をお

願いします。 

 

伊藤氏 

 こんにちは。東京理科大学の伊藤と申し

ます。研究室の学生たちと一緒に取り組み

まして、今日は残念ながら学生たちは福井

に来られませんでしたので、私が代表して

発表させていただきます。 
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私たちは、先ほど西村先生からのお話にも

ありましたけれども、この幹線道路で囲ま

れた中の全体を公園のように考えていく

「城址公園都市」という提案をいたしまし

た。 

 

公園と言っても全部をいわゆる公園にする

というよりは、敷地内のそれぞれの場所性

を活かしながら、全体として緑や公共空間

を繋いでいくというような作り方です。提

案内容のご説明の前に、まず、分析として、

この敷地をどのように考えたかということ

をお話したいと思います。 

 まず、だいたい同規模、10 万から 50 万

人程度の人口の都市で城址公園があるとこ

ろを幾つかピックアップして、グラフ上に

プロットしました。横軸が駅から城址の距

離、縦軸が城址公園の面積です。全体的に、

右上がりの分布になっているのですけれど、

駅に近くて狭いのがコンパクト型、遠くて

広いのがゆったり型です。近世の都市の上

に、近代になって鉄道駅ができてきますの

で、その関係によって都市の運命がそれぞ

れ変わってくるわけです。福井は一番左下

になりますね。 

 

つまり、駅に近くて城址公園の面積が小さ

いということです。福井は一番コンパクト

な型なので、身近なまちなかで城址が感じ

られる。一方でやはり少し広さが足りなく

て、緑の潤いであるとか、公共空間の豊か

さみたいなものが欠けていると思いました。

そこで、駅に近く都市機能を保ちながら公

園的な面積を広げることを目指します。 

多様な「緑」と「公共的な空間」を適切に

配しつなげていくことで、公園の中で人々

が憩い、住まい、創り、働くような「城址

公園都市」を提案していきます。 

 

 次に、過去と現在の都市構造を比べます。

この中心市街は、近世の地図を見ますと、

環状の堀が何重にも周っていて環状の都市

空間構造が強く出ている。一方で、現代は

グリッドの構造がよく見えています。これ

は自動車交通に有効で、戦災、震災復興で

作られたフェニックス通りをはじめとする

広幅員で直線的な通りというのもまた、福
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井の歴史的資産だと思いますので、広域的

にはこのグリッドの都市構造を活かしてい

く。一方でこの中心市街のエリアは歩いて

楽しむ空間になると良いと思いますので、

エリア内では近世の環状の構造を上手く活

かしながら、つくっていけるのではないか

というふうに考えました。 

 

 それから、『県都デザイン戦略』の中には、

この敷地になっているエリアの位置付けが、

周囲との関係においていろいろ書かれてい

ました。そこで、この提案では、視線でつ

ないでいくとか、アクセスでつないでいく

とか、動線でつないでいく、これはペイヴ

メントなんかも含めてですが、それぞれ周

囲と適切な方法でつないでいこうと考えま

した。 

 駐車場についても調べました。左が 1980

年の駐車場の分布、右が現在の駐車場の分

布です。これは去年、敷地内をくまなく歩

いて記録したものです。この 35 年で駐車場

が大変増えていて、東の方の住宅地では、

もはや駐車場の中に住宅地があるぐらい駐

車場だらけだということが分かりました。

南の方は割りと立体駐車場が多い。 

先ほどのグラフでお見せしたように、せっ

かく駅に近くて中心市街地がコンパクトに

きゅっとしているので、自動車依存度を緩

やかに下げていきたいというふうに考えま

した。 

これらの分析を踏まえて提案をしていきま

す。 

 

 まず、本丸です。本丸跡は、「本丸ボタニ

カルガーデン」にします。福井の植生のシ

ョーケースのような空間で、市内及び県内

各地の多様な植生を集めた現代的な庭園を

つくります。それによって、新たな県都の

顔にしていきます。パッチワーク状に配さ

れた植生ブロックは、本丸御殿の平面を手

がかりに構成しています。平面図上に書か

れているように、足羽山のあじさいや越前

海岸の水仙のような市内の植物もあります

し、気比の松原のような県内各地の植生も

集めています。 

 

その中を石の通路と木道が通っているよう

な、貫通していくようなつくりになってい

ます。日本人は桜が好きでお花見はするの

ですけど、お花見の季節だけやって、後、

花を愛でてみんなで一緒に公共空間で楽し

むということをするのを忘れてしまうので、

是非一年を通してやっていただきたいなと

思っています。また、現在の県庁の地下駐

車場を使って、地下にはシアターをつくる
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ということにしています。 

 

 次に、「南二の丸グリーンネックレス」。 

ここは主に業務地区なのですが、屋内外を

貫通する緑の通路をネットワーク化してい

きます。一定規模以上の建築物を建替える

際のルールとして、1 階部分に屋内公開空

地及び公共用通路などの公共的な屋内空間

を設けていきます。さらに、屋内公共空間

同士をつなぐ緑の屋根を設け、特に福井は

雨・雪が多いと思いますので、天候に左右

されないでこのエリアを移動していけるよ

うな緑のネットワークを張り巡らせていき

ます。基本的には、この屋根の下を通って

いくのですが、上が通れるところも部分的

にあります。 

 

 そして、「東三の丸ヴィレッジ」。これは

居住のエリアですが、ここは快適でサステ

イナブルな住宅地を考えました。住宅の建

替えの際、現在、散在している駐車場を集

約しながら、共有の広場や共有の駐車場を

設けていきます。また、街区内で住宅と住

宅の接している背中の部分に、環境調整装

置としての線状のバックガーデンを設けて、

天候に左右されず共有駐車場と住宅を行き

来できるようになっています。これがバッ

クガーデンのイメージです。 

また、城址の構造を顕在させる「掘跡の小

道」、これは街区内を通り抜けていく非舗装

の小道ですが、そうした幾つか線状の要素

を絡ませて、歩いて楽しい住宅地を目指し

ていきます。 

 他にもいろんな要素があります。 

 

講評で過大な情報が詰め込まれていると言

われたとおり、ちょっとやり過ぎまして。

たとえば、中央大通りはアクティブ・ファ

ザードというのをつくろうとか、フェニッ

クス通りには皺を寄せていこうとか、堀端

にはフリンジ公園っていうのをつくろうと

か、そんな提案をしています。施設も幾つ

か提案していまして、ここはシビック・ホ

ールといって、市役所、公園と一体化した

創造拠点、モビリティステーションからな

る複合施設を設けています。それから、マ
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ルシェをつくったり、これは銭湯ですね、

ジョギングする人もいるでしょうから、住

宅地にも近いこの場所に銭湯をつくったり、

モビリティスタンドというのを幾つか設け

ていくと、いうふうに他にもいろいろ詰め

込まれています。 

 ありがとうございました。 

 

野嶋氏 

 はい、ありがとうございました。条件と

しては、江戸時代、この辺は武家屋敷で、

武家屋敷というのは庭がたくさんあって、

いわゆる庭園都市と言われていたと思うの

です。しかし市民にとっては壁が高くて、

あって無いような存在だったと思うのです、

当時は。 

 だけど、福井は特に、城郭に市街地がで

きたことで緑が少なくなってしまいました

が、その反面、城址公園をイメージすると

きに、全く公園のような緑にするというこ

とではなくて、アクティビティがあったと

いうこと、そういう緑なんだと思うんです

ね。 

 僕がすごく良いなと思ったのは、「緑」と

言っていますが緑を活用した生活を提案し

ていると思うのです。緑を使ってどういう

生活を、新しい生活をここでやっていける

かということを、いろんなパターンを示し

ていただいたと思うのですが、その辺のお

話をもう少しお聞かせいただきたいのです

が。 

 

伊藤氏 

 はい、「緑」を整理していくときに、せっ

かく中心市街地にあって駅にも近いエリア

ということで、まず眺めるだけの緑という

は勿体無いというのがありました。「使って

なんぼ」だと思って。 

 もう一つは、緑はメンテナンスに結構お

金がかかりますので、全部、公共でやろう

とすると、結局メンテナンスしきれなくて

だんだん質が下がってきてしまうというの

があるので、例えば住宅地であればコミュ

ニティで管理していくような工夫だったり、

南の方の業務エリアであれば、この提案の

中では「まちづくり協議会」みたいなもの

をつくってマネジメントしていきます、と

いうことを言っているのですけれど、建替

えながら 1 階を公開して、そことその間を

つなぐところを自分たちで緑化して管理し

ていく、というようなことを考えながら提

案させていただきました。 

 

野嶋氏 

 はい、ありがとうございます。これにつ

いて、いかがでしょう。加茂川さん、「花で

つなぐ」ということをやっていらっしゃい

ます。この「緑」というのは考えられませ

んでした。 

 

加茂川氏 

 我々のチームとしては、「緑」を用いて環

境共生的につないでいくというよりは、ど

ちらかというと、草花を用いて「四季」で

つないでいこうというようなイメージを持

っていました。 

 

野嶋氏 

 西村先生、どう思われますか。 

 

西村氏 

 これは、本当にいろんなことを考えられ
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たんですね。すごい、すごいと思うのです

けれども、読むのが大変というか。 

 今のご発表にもあったように、歴史から

現状調査まで本当にやられていて、これは

唯一大学の提案なので、ある意味、学生さ

んがいろんな形で現場に入って、いろんな

アイデアを出してきたのを上手くまとめら

れたと、これがそうだと思いますね。大学

の中でやると、（学生によって）個性もいろ

いろ違うし、能力も違うし、モチベーショ

ンの高さも違うじゃないですか。それを上

手くまとめるというのは、結構難しいのだ

ろうなと。他のチームは、今回の場合は、

プロの、若手プロのチームなので、もう能

力は揃っているし、やる方向も分ければ「ば

っ」とやれるという体制だけど、そうでは

ないですよね、みんなアルバイトしていた

り何たり。私もよく分かるわけですけれど。 

その辺をどういうふうに上手くまとめられ

たのかというのを、少し苦労話が聞きたい

のですけれど。 

 

伊藤氏 

 読むのが大変とおっしゃられていたよう

に、上手くまとまっているかどうかは微妙

なのですが、いろいろ入れ込んでいます。

進め方は、中心になる学生を少数人決めて、

リードをしてもらいながら、途中からはエ

リアや施設ごとに手分けをして作業させて

いるので、いろいろな案が入った提案にな

ったというのがあります。 

学生の持っている能力はそれぞれ違ってい

るので、それを活かすようにしました。た

だ、今年はパースが得意な学生が少なかっ

たので、最後に、修士設計提出間近の修士

2 年の学生を投入して、絵だけ描いてもら

ったりして、それで人数が多くなっていま

す。 

 

西村氏 

 でも、本当にいろんな提案があるので、

これはむしろ市の側にとってみると、この

中から実現可能なところを上手く取り上げ

れば、いろんなことができるかなという例

で、アイデアの玉手箱みたいなものなんで

すよね。 

 ただ、審査の中で、一つよく分からなか

ったのは、こういう機会があるから訊きた

いのですけれど、この「ボタニカルガーデ

ン」はすごく面白いということで評価され

たということなんですが、「これ、何ですか」

というのがあって、（ボタニカルガーデンの

ラインや道が）何かがらがら入っていて、

一体どういうデザイン・コンセプトなのか

が、書かれてもないし、ちょっとよく分か

らなかったと。我々の理解不足かもしれな

いけれど、ちょっと聞かせてください。 

 

伊藤氏 

 もともとの本丸の跡をたどりながら植栽

ブロックを配しています。それに沿って道

を入れていくということも考えたのですけ

れど、それぞれの植栽が少し盛り上がって

いたりとか、平らだったりとか、水面も少

しあるので低かったりするのですけれど、

そこを同じレベルで貫きたいというのがあ

りまして、その切り欠かれた断面が顕在化

するように。全体がモザイク状の集まりだ

けでなく、それを貫く別の秩序があっても

良いのではないかということで、結果的に

こういうふうになりました。そこは迷った

ところではありました。 
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野嶋氏 

 それとですね、このエリアの話で、ここ

は居住エリアですね、ここは今でもオフィ

スってことで、たぶん、オフィスの居住で

も今の形とはちょっと違うようなことを目

指されていると思いますが、その辺をお聞

かせいただきたいです。 

 

伊藤氏 

 居住については、今、本当に駐車場の中

に住んでいるような感じになってしまって

いて、せっかく中心市街地に住んでいるの

に、たぶん車で生活されている方が多いの

だと思うのですけれど、そういう自動車依

存の生活を、できれば、緩やかに解消して

いきたいということで、もう駐車場もそれ

ぞれのおうちがカーポートを持つのではな

くて共有する、それから、コモンズのよう

な広場を一緒につくっていきながら、共有

して使って。そうして全体にもう少し密度

を上げていきたいと考えました。 

 基本的には、やはり戸建て住宅地と考え

ていますが、住宅の後ろのガラスの屋根の

かかった部分、平面図で言うと、街区の真

ん中を貫いている、これがバックガーデン

でガラスの屋根がかかっているのですけれ

ど、こういうところを上手く使っていきた

い。家から車に乗ってすぐどこかへ行って

車で帰ってきてそのまま家に入る、家の周

りは全然歩かない、ということではなくて、

身近に使える空間を少しずつ増やしていき

たいという提案です。 

 それから、この南の部分は業務なのです

けれど、公共もありますし、公共的なＪＡ

であるとか郵便局であるとか、そういった

施設が割りと多かったので、積極的に 1 階

を開放していただいて、そういうところで、

用事を済ませるだけでなく、たとえばそこ

にカフェを置いていただいたり、みんなが

使って少し留まれるように。ある建物に来

て、用事が終わったらすぐ帰るのではなく

って、そこでしばらくのんびり時間を過ご

したり、ネットワーク的に繋いでいるので、

ついでにいろんな用事を済ませてみたり、

というようなことができるようになると良

いなと。イメージはミネアポリスのスカイ

ウェイです。 

 

野嶋氏 

 たぶん、そう、僕もそう思っています。

「場所」って言うのでしょうか、居心地の

良い場所を少しずつ丁寧につくっていくと

いうことが、割と早いことじゃないかと思

うんですよ、住宅地にしても市街地再生に

しても。良い場所が作られて、それが後で

ネットワークされていくと、遅いようで早

く、街も再建されていくのかなという気は

しますね。とても面白いなと思いました。

ということで、時間もきましたので、また

後で議論していただきたいと思います。 

 そうしましたら、最後ですが、宮前さん、

岩井さん、清水建設さんの案、よろしくお

願いします。 

 

宮前氏 

 清水建設プロポーザル本部都市開発計画

室の宮前です。それでは、私たちの案を発

表させていただきます。 

 まず、タイトルにあります通り、私たち

は「こども」を主役にしたまちづくりの提

案をしています。それでは、最初に、どん
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な提案かという概要を説明させていただき

ます。 

 

 大人の視点により現代社会の影響を大き

く受けたこども、そんなこどもの健全な生

活環境を整えるために、こどもの視点へと、

視点の変換という新しいまちづくりの形を

模索しています。将来、さらに、そのまち

づくりが働く人、訪れる人、住む人など全

ての人に優しいまちづくりになればと思い

ます。 

 

 それでは、提案についての考察です。 

 

 市街地での都市の衰退というものを、こ

どもの成育環境の悪化に結び付けて提案し

ました。現在、デジタル化や都市化により、

大人の視点でのまちづくりというものが行

われています。大人の視点によるまちづく

りというのは、こどもにとって、遊び場等

を失い、または外に出なくなり、また、こ

どもがリアルな体験をする機会というのを

失っています。 

 これは、福井の対象地区も例外ではなく

て、実際に歩いて見ますと、一見、区画整

理をされて非常に集約化された良いまちな

のですけれども、実際に城址周辺とかを歩

いてみると、自動車交通が中心のまちづく

りだったり、やはり大人の視点に立ったま

ちづくりになっていると思います。 

 そこで、こどもの視点に立ったまちづく

りを見直すということで、「安全に遊べる

道」、リアルな体験のできる「遊び場」とい

うものの再生を目指します。すなわち、そ

れが「こどものためのまちづくり」という

ことになります。 

 福井の対象地区というのは、徒歩圏内に

都市機能が集約された非常にコンパクトな

まちです。また、市街地に、歴史的な城址・

城郭が存在する福井独特の都市景観という

ものを持っていると感じています。そんな

特徴を持った既成市街地での「こどものた

めのまちづくり」とは一体どんなものでし

ょうか、ということで、これから提案につ

いての説明をします。 

 

 まず、タイトルの「わらんべ 小径
コ ミ チ

」、サ

ブタイトルが「小径
コ ミ チ

がつなぐこどものあそ

び場」ですけども、その「わらんべ」とい

うのは、「こども」という意味の「わらべ」

の別の言い方になります。実際の既成市街

地になりますけれども、そこに「わらんべ

小径
コ ミ チ

」を整備します。福井城址に整備した

「ほんまる広場」を核に、周辺地域に「わ

らんべ 小径
コ ミ チ

」が広がっています。赤で示し

たところが「わらんべ 小径
コ ミ チ

」になります。

自動車交通から隔離された安全な小径が、

既成市街地にこどものあそび場をつなぎま

す。 

既存の低未利用地は、例えばお堀や芝生の

広場、外周部に集約駐車場などを設けて、

公共的な空間として有効活用しています。 
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 それでは、私たちの案のポイントとなる

三つの提案について順番に説明していきま

す。 

 

 まず、福井城址内の整備提案ですけれど

も、復元に関して、先ほどから何度か議論

になっていますけれども、本丸御殿と天守

閣を復元するかどうかというのは、正直、

非常に悩みました。コストをかければ復元

もできますし、歴史を象徴するという景観

づくりとしては、是非やられた方が良いの

かなとは思っていますが、今回、コンペと

いうこともあって、あえて予算をかけない、

福井城址内の整備については復元しない案

を積極的に提案させていただきました。 

本丸御殿の復元アイデアですけれども、か

つての本丸御殿の平面形状を継承していま

す。四つの異なるテクスチャを用いて、立

体的にデザインしています。日常的に、こ

どものあそび場として開放している「ほん

まる広場」、時には市民文化活動の舞台とし

て利用できます。 

 もう一つ、天守閣の復元アイデアですけ

れども、こちらは季節行事とかそういうイ

ベントの時に、天守閣をホログラフィで浮

かび上がらせる提案です。こういう限定的

なものというのは、記念になったり、有難

みが増すのではないかというような考えで、

こういう提案にしています。 

 

 

 二つ目の「わらんべ 小径
コ ミ チ

」の提案です。

「わらんべ 小径
コ ミ チ

」というのは、かつての福

井城下のお堀の位置をたどる、福井の歴

史・環境・人という三つの資源のネットワ

ークを担っています。 

 

「わらんべ 小径
コ ミ チ

」について、既成市街地の

歩車共存の仕組みについて少し説明したい

と思います。既存の車道は一部残して、そ

こに安全なお堀状の道である「わらんべ

小径
コ ミ チ

」を挿入しています。車道との段差、

車線の変更、歩道の拡幅という、これら三

つの仕組みにより緩やかに自動車との隔離

を図っています。 
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 また「わらんべ 小径
コ ミ チ

」には、デザインエ

レメントというものを導入していまして、

福井の歴史と自然を感じる「石垣」「緑」「水」

という三つのデザインエレメントというも

のを導入しています。 

 それではここから、「わらんべ 小径
コ ミ チ

」に

こどもが関わることで、様々な形態のあそ

び方が考えられるのですが、その様子を六

つの場面で紹介します。 

「あつまる」・・・歩車を分離した小径に、

日常的にこどもが集まります。 

「さわる」・・・水や植物があり、身近な場

所で動植物に触れることができます。 

「つくる」・・・田畑を作ることができ、食

物を育てることができます。 

「はぐくむ」・・・乳幼児が一人で上れない

ように階段状にすることで、子育て世代に

も優しい憩いの場となります。 

「かくれる」・・・車や人が横断する下の狭

いトンネル空間に、こどもが秘密基地を作

ります。 

「かんじる」・・・笏谷石などの素材を施し

て、お堀状にできない場所でも歴史を感じ

ることができます。 

このように「わらんべ 小径
コ ミ チ

」にこどもが関

わることで、懐かしさをベースに、進化し

続ける「こどもの遊び場」というものが完

成していきます。 

 

 

 三つ目の「あそび」の提案です。安全な

こどもの遊び場が再生されたまちに、「れき

しあそび」「しぜんあそび」「でじたるあそ

び」という三つの「あそび」を提案します。 

 

これらの三つの「あそび」というのは、既

成市街地で、こどもにリアルな体験を提供

することができます。それぞれ、具体的な

「あそび」を三つずつ紹介していきます。

ちなみに、このレイアウトはこどもの絵日

記をイメージしています。 

 まず「れきしあそび」・・・①福井城址に

整備した「ほんまる広場」で自由に遊ぶこ

とができる「ほんまるあそび」。②かくれん

ぼや鬼ごっこなどの集団遊びや、コマ回し

やおはじきなどの玩具遊びを体験できる

「むかしあそび」。③空き屋や空き店舗など

を活用したこどもが主役の店舗や、ワーク

ショップを体験できる「ぶんかあそび」。こ

れらの歴史の遊びから、こどもたちは自分
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のまちの歴史を知り日本の伝統を学ぶこと

ができます。 

 次に「しぜんあそび」・・・①既成市街地

に広がった生態系ネットワークで、たくさ

んの生き物に触れる「いきものあそび」。②

田畑を整備して、自分で作物を育て、食べ

るというリアルな食のあり方を学ぶ「はた

けあそび」。③福井の気候の特徴である雨水

を活用し、小川や遊具での水遊びを体験で

きる「あめあそび」。これらの三つの「あそ

び」から、こどもたちは動植物に触れる、

作物を育てるという、リアルな自然の大切

さを学ぶことができます。 

 最後に「でじだるあそび」・・・①スマー

トフォンやゲーム機のＧＰＳを活用して、

自分の足で歩くことで地図上に絵を描く

「ＧＰＳ地上絵」。②また、動きに反応する

映像で遊んだり、イベント時に天守閣をホ

ログラフィで投影する「プロジェクション

マッピング」。③また、城址を一周するよう

に設けたデジタル掲示板で、各方角のまち

の情報を知ることができる「こどもけいじ

ばん」です。これらの「あそび」から、こ

どもたちはデジタル技術の活用と、リアル

な場所での集団遊びという、ヴァーチャル

とリアルの融合を体験することができます。 

これら三つの「あそび」には、決められた

場所が基本的には与えられておりません。

「わらんべ 小径
コ ミ チ

」そのものが、既成市街地

の中にリアルな体験ができる、安全なこど

もの遊び場を提供するもので、あとは、こ

どもの自由な発想、感性で遊んでもらいま

す。そして、この先も、こどもたちと福井

のまちが、「わらんべ 小径
コ ミ チ

」とともに成長

し続けていってくれることを願います。 

 最後に、私たちが提案する「わらんべ小

径」をイメージしたスケッチパースです。

福井の歴史を象徴する福井城址、かつての

天守閣がホログラフィで浮かび上がってい

ます。福井城址を核として、安全な「わら

んべ 小径
コ ミ チ

」が広がっています。自動車交通

がある既成市街地に、安全なこどもの遊び

場が整備されます。そこで、こどもたちが

自由にリアルな遊びを体験しています。「わ

らんべ 小径
コ ミ チ

」は、福井が誇る歴史資源を継

承して、水と緑とこどもで潤う新たな都市

景観を構築します。 

 

以上、発表を終わります。ご静聴ありがと

うございました。 

 

野嶋氏 

 はい、ありがとうございました。「歩いて

楽しい道」「歩いて楽しいまち」ということ

を、具体的に絵で表現していただいたと思

っていますが、福井も『中心市街地活性化

基本計画』あるいは『福井市都市計画マス

タープラン』で「歩いて楽しいまち」とい

うものを目指しているわけです。 

 そのときに、僕がこの中で一番気になっ

たのは、今ある道路だけではなくて、街区

の中ですとか民地を上手く利用して、ある

いはそれを開発することによって、たぶん、

こういう道空間というのはできてくるんじ

ゃないか、そういう問題提起だと僕は思っ

45 
 



ています。その点についてはいかがでしょ

う。 

 

 

宮前氏 

 これが、例えば田舎とか郊外の方とかだ

と考えなくて良いのではないかと思います。

既成市街地であり、福井では車というもの

が、生活の上で欠かせないものだというこ

とが、非常に大きいと思うんですよね。 

だから、そこで車を排除するという考え方

よりは、既成市街地の中でも車と一緒に、

車も通るのだけれども、こどもにとって安

全な遊び場などが整備された、昔のように、

市街地の中で遊べるような空間を再生する

というのが今回のポイントで、それが面白

いのではないかと思って提案しています。 

 

野嶋氏 

 今おっしゃったのは、こういうところは、

車と共存するけれども楽しく遊べる道にし

ていくということですね。こういうところ

っていうのは、街区の中とかこういうとこ

ろですよね、民地ですよね、他人の敷地で

すよね。そういうところも活用しながら、

やはり官民一緒になって行っていくという

ことでしょうか。 

 

宮前氏 

 街区の再編に関しては、そのまま駐車場

としてよりは、やはり官民一体となって実

現するということが大切だと思います。今

回「こども」という提案なので「遊び場」

である広場を提案しています。 

 

野嶋氏 

 それともう一つ、塀などの石垣などを利

用されているというのは分かるんだけれど

も、昔あった石垣を利用するということで

はなくて、違うルートをつくってしまうと

いうことなんでしょうか。 

 

宮前氏 

 ルートは、基本的には昔のお堀の位置を

たどります。それで、昔の石垣を使うかど

うかというのは、新しい石垣になると思う

のですけれども、今のこどもたちとか今の

若い世代の人たちが「ここに昔、歴史的な

お堀があったんだよ」というのがわかるよ

うな道ができれば良いなと思っています。 

 

野嶋氏 

 西村先生、審査過程を教えていただけま

すか。 

 

西村氏 

 これは、先ほどの東京理科大チームの対

極なんですよね。全てを論じるのではなく

て、もう 1 点に集中して、そこだけを議論

したと。だから、今度は大人はどうするん

だとか言って、何も答えてないのですけれ

ども。ただ、やはり議論の中では、答えて

いない課題が多いのではないかということ

はあったのですけれども、でも「こども」
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という視点で考えることは非常に重要なの

ではないかと。だから、そこに絞って議論

をするというのも、一つの提案のスタイル

として有り得るね。 

そして、そのときに出てきた具体のパース

がありましたよね。そこが、あ、こういう

ふうな事柄が、もしできるんだったら、そ

れは結構、魅力的じゃないかと。この絵の

力みたいなことをすごく言われましたよね。

この絵はね。 

 それと、もう一つ理由とすれば、先ほど

少し言いましたけど、東側の歯抜けになっ

た住宅地が割合とここは中心に描かれてい

るわけで。他のプランは、ここに関しては

積極的な中心的な提案というのは、なかな

かやり切れないようで、やれてなかったわ

けなんだけれども、これは、むしろそうい

う歯抜けだからこそ、こういうことができ

るわけなので、ある種、今の現状が、問題

解決が逆転しているという意味では、そう

いう意味ではすごくインパクトがあるので

はないかなと。 

審査そのものは、どういうふうにやったか

というと、毎回そうなのですけれども、審

査員全員が、最初は全体の 1/3 か 1/4 ぐら

いに当たる数、今回は 8 票というか、8 つ

ぐらいのプロジェクトを選んで、それぞれ

が選んだものを全部足し合わせてずっと全

部見ましてね。足し合わせると、いろんな

評価が出ますよね、それの中で、いろいろ

議論しながら、本当にこれを次のラウンド

に残すべきかどうかという、結構、議論を

して、そして次のラウンドに残して、また、

その中できちっと議論をして、例えば 3 票

ずつ選んで、高得点の順にまた議論して、

必ずしも点数だけでは決めずに、どういう

ふうなところが評価できるかとか、やはり、

ひとりひとりが選ぶと見落としている点と

いうのがあるわけですよね、そうすると、

見落としている点が無くなるようにするた

めには、やはり点数を入れた人が「ここは

非常に重要なので、こういう視点を評価す

べきではないか」ということで議論する。

そうすると、他の人も「なるほどな」と納

得してくれたりして。全体として、合意で

選んでいたわけですけれども、今回の場合

ですと、こういうふうに「こども」とか「遊

び」とかいうものが一つの非常に重要なテ

ーマであって、そういうものを、幾つか選

んだ中にきちんとあるのが大事ではないか

と。だから、そういう意味での審査員の判

断、そういうものに対する判断というのも

あったかなというふうに思いますね。 

 

野嶋氏 

 特に、この絵が、非常にインパクトがあ

て豊かな生活をイメージさせるようなもの

ですね。かなり都市部ですよね、ここは。

都市部の中で、こういった緑豊かな戸建て

住宅、そういったものが、将来の福井の都

心部居住の像として考えられるということ

なのでしょうか。 

 

岩井氏 

 清水建設の岩井です。今のお話で考えま

すと、将来像を市街地の中でどのように設

置できるのか。というふうに、一つの「こ

ども」という切り口を持って提案をしてき

たわけですけれども、福井のまちは、一人

一台持っておられるというくらい車が多い。

郊外型の大規模店舗なんかもあって、人は

そちらの方に車で行ったりする。では、市
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街地というのは、どういう、これからの発

展が予測できるのかと。 

一つの答えとして、ここに生活をこれから

つくっていく。住民のこども、それと育て

ておられる方々に考慮し、ではオフィス・

ワーカーってそんなにいるのかというと、

市街地のオフィス・エリアにはいると。で

は、やっぱり、たくさんの時間を過ごして

いるこどもであるとか、生活を支えている

人たちが、こういった形で、それぞれの生

活を自分の身近な場所で充実させていける

という場所を、市街地の中につくっていく。

これが一つの福井の新しい姿になるんじゃ

ないかなというふうに強く考えて、こうい

った提案を導いてきました。 

 

野嶋氏 

 伊藤先生の案もそうなのですが、緑豊か

な中に住むということが、かえって未来を

感じさせるということが不思議です。 

 ここで、時間が来てしまいました。後ほ

ど、西村先生には総括をお願いすることに

いたしまして、多くの明確な論点があって、

まとめることはしませんけれども、 

・城趾と城趾周辺及びその周辺エリアとど

うやってつなげていくかということ、 

・歴史をどう捉えて、何を復元してどのよ

うな見せ方をしていくのかということ、 

・あるいは都市機能の集約の仕方もありま

した。県庁・市役所をどうするのか。 

・あるいは緑、緑と生活をどう融合させて、

緑を使った新しい生活をつくっていくのか、 

・あるいは道ですね、道空間として、どう

あるべきかというようこと、これら様々な

論点の中でその将来イメージを明確にビジ

ュアルに示していただいて、大変、僕は分

かりやすかったと思います。大変、勉強に

なりました。 

 ここで、（会場の）皆さまの方から、ご質

問もたくさんあるかと思いますので、あま

り時間も無いですけれどもお受けしたいと

思います。どなたでも結構ですので、ご質

問のある方は挙手をしてお願いしたいと思

います。 

 どうぞ、お願いします。 

 

【Ｑ１】 

 僕は、今回の『まちの活性化・都市デザ

イン競技』に参加させてもらったのですけ

れど、最初の説明会のときに、実現可能な

ものをつくってくれ、提案してくれという

お話があったもので、実は、私は「福井城

の復元をする会」のメンバーでもあるので

すけれど、その中でいろいろ市や県の方に

陳情に行くのですけれど、なかなかお城の

話になってくると予算の問題とかで、これ

をコンペで天守閣とかそういうものをつく

ると、これはもうコンペで落ちるなという

ふうに思いまして、それを省いたような形

で提案させていただいたのですけれど、実

際に大賞を取られたコンペの方々のお話を

見ると、ほとんど天守を象るというお話を

聴いていますので、実は、専門会も 10年ほ

ど経って、ほとんど勉強会のような形にな

っている中で、いつも話に出てくるのは、

市民・団体の話だけではなくて行政も巻き

込んでやらなきゃできないような話だと。

というなかで、今、この話を聴いていると、

何か市とか県も「天守閣だとか巽櫓とか、

そういうものを作らんとあかんのかな」と

いうふうに思ったのかなと思ったので、ち

ょっと引っかかったのですけれど。 
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西村氏 

 我々は、お金と権限を持っているわけで

はないので、訊かれても困るのですけれど

も。 

 ただ、ここで言う実現可能性というのは、

全部踏みにじってしまうとか、昔はそうい

う提案とかが結構あったんですね、ものす

ごいお堀を全部復元するとかね。これは幾

らなんでもできないでしょうという意味で

の実現可能性。それと、「実現に向けたプロ

セスをきちんと考えてください。できれば

その手法も」というふうに言っています。 

初期の頃は、そういう、あまりそのことに

縛りをかけてなかったので、すごく荒唐無

稽な案も出てきていて、それはそれで夢が

あると言う意味では良いのですけれども、

じゃ、その夢が具体的に実現できるのかと

言われるとなかなかそうでもない。その意

味で言っているので、復元ができるかどう

かというのは、現実的には場所が空くわけ

なので選択肢として有り得ると思うんです

ね。 

 ですから、それが、できるかできないか

というところを問うているわけでなくて、

それは、ある種、コンペですから、コンペ

の中では選択肢の中に十分はいれる。ただ、

もっと荒唐無稽なものは、全部を地下に埋

めてしまうとかですね、そういうことは幾

らなんでもできないでしょうということで、

そういう分け方でした。ですから、そこが、

理解の仕方が少し違ってしまっていたのか

もしれないと思います。 

 

野嶋氏 

 あと、石田さんの案が、割と明確だった

と思うんですね。これは公共が全部、税金

を出してやるとなると、いろいろバランス

があるので、本当にできるのかなと考えて

しまいますけれど。先ほどのサグラダ・フ

ァミリアではないですけどね、百年かかっ

ても市民が寄付しながら運動としてやって

いくのは、少しずつやっていくなんていう

のは、なかなか面白い案ですし、官民一緒

になってということで。 

 そういうことで、よろしいでしょうか。

ありがとうございます。 

 他に何かございますでしょうか。もう、

ちょっとお時間がありますけれど。 

はい、よろしくお願いします。 

 

【Ｑ２】 

 今日は、どうもありがとうございました。 

 皆さんのご提案を聴いていますと、福井

城址をシンボルにするというところはもう

異論の無いところで、色々なご提案を頂い

て、我々も参考にしていかなければならな

いなと思いました。 

 あとは、そのシンボルに、どういうふう

にアプローチするかというような話かなと

いうふうに思っていまして、いろいろ発表

なんかを聴いていますと、キーワードが幾

つか出てきたかなと思っています。 

 まず、歴史を紐解いていって、実は、正

面は復元してみると西側だったとかという

話もあったと思うのですけれど、今、現代

を生きる我々にとってはどうするんだ、福

井の駅の正面に見えてしまうのですけれど、

その当たりは斬新と言いますか、ちょっと

考え方を変えても良いのかなという気がし

ました。 

 あと、まちの捉え方、そこの彼らの捉え
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方で「環状」というような捉え方ですね、

どうしても、こうやって見ていると不形に

しか見れないまちなのですけども、それが

「環状」に捉えるというのもあるのかなと

いうのが、たいへん参考になったので。例

えば、中の整地をするときには、曲線みた

いなものも取り入れていくような形ができ

ると、非常に良いのかなというふうに思い

ました。 

 「こども」という視点でいうと、やはり

「こども」は道草とかしたいですよね。と

いう意味で、駅からいきなり別に城址が見

えなくても良いのかな、もう少し意地悪し

てあげて、歩き回って目的地に到達してい

ってもらうというようなことを、あえて、

やるのも有りかなというふうなことを感じ

ました。それで、私が思ったのは、ちょっ

と遠回りでしたけれど、駅から、駅を降り

たら、まずは駅前通りをずっと大名町まで

歩いてもらって、そこからフェニックス通

りに出て、ホテルフジタの角をどーんと曲

がっていただいて、例えば中央公園を抜い

ちゃって、正面に城址公園があるというよ

うな、そんなのも一つ良いのではないかな

というようなことを、自分の中では、今、4

グループありましたけれど、発表を聴いて

いて、そういうまちも良いなというふうに

感じました。以上です。意見です。 

 

野嶋氏 

 意見ですね。ありがとうございました。 

何か、他にございますでしょうか。はい、

お願いしたします。 

あの、真ん中の女性の方。 

 

【Ｑ３】 

 西田と申します。たいへん、勉強になり、

ありがとうございました。 

 それで、みなさま、道路に囲まれたワン・

ブロックを対象とされているかと思うので

すけれども、コンペですとか調査期間の関

係でそういったこともあるかと思うのです

が、先ほど西村先生がおっしゃられたよう

に、養浩館庭園ですとか足羽川というとこ

ろも魅力の一つとしてありますので、もし、

競技の中で、そういったことも含めての協

議など、意見などがそれぞれありましたら

教えて頂きたいなと思いました。 

 

野嶋氏 

 そうしましたら、お一方ずつご意見をい

ただけますでしょうか。 

 

加茂川氏 

 我々の案としてメインは、対象地域であ

る福井城址エリアですが、「めぐる」という

観点では、北は養浩館庭園から南は足羽

川・足羽山までという、離れた拠点同士を

四季彩でつないでいければ、小さなスケー

ルでも大きなスケールでも、まちがつなが

っていって魅力が高まるという提案をさせ

ていただきました。 

 

石田氏 

 我々はですね、むしろ、コンペの中で出

た区域がですね、もう少し広い方が提案し

やすかったかなと。やはり、そうすると、

足羽川と市街地との関係をどう繋ぐかとか

を盛り込めたり、それと、もう少し近くで

いうと、駅とお城との関係、商業地とお城

との関係、もう少しそういう連携もできた

のではないかと思っておりまして、また、
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そこは将来出させていただければと思いま

す。 

 

伊藤氏 

 私たちは、各方向の周辺の地域、南側の

商業であったりとか西側に繁華街があった

りとか、そういうところとどう繋がるか、

それから、それぞれの交通の結節点とどう

繋がるかということを考えていきました。

それから、足羽山の上から見ると、どこが

城址か良く分からないんですね。なので、

視覚的につなぎたいと考え、ひとつは城址

自体を象徴的なものとすることと、もうひ

とつは、幾つか障害になる建物があるので、

視線を通すような形態にしていくことを提

案し、まずは見えるようになると良いなと

いうことは考えていました。 

 

宮前氏 

 私たちは、「こどもに安全な道をつくる」

とうことで、今回は対象地区での提案だっ

たのですけれども、周辺の足羽山とか足羽

川、養浩館というところにも、同じく広が

っていってもらえれば、将来、良いなと思

っています。そのときに、そのエリアの特

色を活かした「わらんべ 小径
コ ミ チ

」がその場そ

の場で展開できれば、将来広がっていくの

かなとは思っています。 

 

野嶋氏 

 よろしいでしょうか。 

はい、そうしましたら、あとお一人の方ど

なたか。 

はい、お願いいたします。 

 

【Ｑ４】 

 私は、「福井城復元の会」のメンバーでご

ざいます。また、今年の 11月 9,10日には、

養浩館庭園で『大名庭園サミット』がござ

いまして、全国から集まって頂くというこ

とが実現いたしまして、福井市長さん、あ

るいは知事さん、それから松平のお殿様、

商工会議所の会長ということで、みなさん

にお集まりいただいて、これを契機に、福

井のまちづくりをいよいよ本格的にやって

いただきたいということを願っているわけ

でございます。 

 我々も、十何年前から、櫓をまずつくろ

うということをやっておりまして、知事あ

るいは市長さんにも、まず、これには民間

の力と言いましょうか、お金を集めなけれ

ばいけないということで、寄付金の受け皿

は、これはどこへ行きましても市長名でつ

くっていただくと、知事にも市長と協力し

てやろうということを言っていただいてお

りますけれども、知事、市長、それから商

工会議所の三者、我々民間も協力して民間

の支援を集めながら、これは今すぐには実

現できませんけれども、このデザインが何

十年も先ということでは、もう我々も非常

に高齢化しておりますので「そんなには待

てない」と。 

 今は、山里口御門が設計に入っておりま

すし、浜町の方ではグリフィス記念館を建

設するということが現実になっております

けれども、また、西口開発が設計、現実化

しておりますけれども、やはり、お城の復

元というのがないと、新幹線からお城が見

えないということで、非常に福井が元気に

ならないということで、これは我々も非常

に熱望しておりますし、我々の友達も「あ

の話はどうなったんだ」ということを常に
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催促されるわけなのです。 

 これは簡単ではないと思いますけれども、

非常に重要な問題でございますので、県と

市と商工会議所がこれから十分我々にも協

議していただいて、今日明日というわけに

はまいりませんけれども、その寄付金の受

け皿をまずつくるということが現実問題と

しては大事な問題になっております。 

 高齢者の方が依然増えておりまして、希

望しないという方もおられますけれども、

その受け皿がないと、寄付ができないとい

うこともございます。この受け皿につきま

しては、知事あるいは市長に何回もご要望

をさせていただきましたけれども、現実に

は、まだ一考もされておりません。これは

そう簡単ではないと思いますけれども、現

実の問題として、県と市と商工会議所に十

分協議をいただいて、我々民間も、これが

ないと寄付金が払えないということでござ

いますので、ここに市長さんもおいでにな

りますけれども、一つそういうことで、一

緒に諦めずに頑張っていただきたい。これ

がないと、福井がなかなか「住みよいまち、

日本一」ということになってございますけ

れど、それを実現するくらいに、またよろ

しくお願いしたいと思います。ありがとう

ございました。 

 

野嶋氏 

ありがとうございました。 

そうしましたら、ちょっと時間も無くなっ

てしまって、まだまだ質問をお受けしたい

のですが、申し訳ございませんが。 

最後に、西村先生の方から総括をお願いい

たします。 

 

西村氏 

 感想程度で。すみません。 

 今日は、都市デザインってことをテーマ

に、4 つのプレゼンテーションを聴いてい

ただいたわけですけれども、おそらく、皆

さん、「都市デザイン」というと、何かやは

り「デザイン」なので、センスが良いとか

感覚的に何か時代にアピールするとか、そ

ういうことを直感的にお思いになるかもし

れないのですけれども、今日、お聴きにな

ったように、かなりちゃんとしたベースと

なる、例えば、都市の形成のこれまでの歴

史とか、今の生活の在り方とか、現状の駐

車場がどうなっているとかですね、そうい

うかなりきちんとした分析の中で、それを

背景にして色々と提案がされている、それ

がやはり説得力を持っているんだというこ

とをお感じになったのではないかと思いま

す。 

 今日のプレゼンテーションをされた 4 つ

は、いずれも 31の中から選ばれたものなわ

けですね。そうした提案というのは、単な

るデザインの好みとかデザイン力というだ

けではなくて、背景にきちんとしたバック

グランドがあるんだと。だから、それが説

得力を持って、次に繋がっていくんだとい

うのをお感じになられたのではないかなと

思います。 

それと同時に、こういう機会を、ちょうど

今、いろんなことが動いているこの場で持

てたということが、本当に良かったなと思

います。というのは、私も毎年やっていま

すけれども、必ずしも、今すぐそこの都市

の課題として、こうしたものを受け止めら

れる立場にないところが結構多いわけです

よね。部分的なものに課題があるので、そ
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こやるとしても、もっと広いところの課題

を全部解かないといけないというようなこ

とは、なかなか、今のそれぞれの都市が置

かれた状況からすると少ないわけなんです。 

しかし、今ちょうど、たまたま福井は、そ

ういうものをこの地域で考える時期に来て

いるということで、おそらく、提案がいろ

んな意味でヒントになって、これからつく

られる『県都デザイン戦略』の具体的な施

策に少しずつでも反映できるんではないか

という気がするんですね。ですから、その

意味では、ちょうどタイミングと言い、そ

してやっていただいたことが、ある種、上

手く入れられるかもしれない、それぞれ。

ということでは、お互いに良いタイミング

ではなかったかなと思っています。 

 実は、この『デザイン競技』の一つの目

的は、こうした若いデザイナーのいろんな

提案を、もしもこれが上手く受け入れられ

るのだとすれば、きとんと受け入れていた

だいて、そして、こういうプランナーをき

ちんと専門家としていろんな形で登用して

いただいて、こういう具体的な場で活躍の

チャンスを与えてほしいと、そういうこと

がずっとテーマであったわけですけれども、

なかなか、そういうことは今まで上手くい

かなかったんですね。それが、なかなかそ

ういうタイミングにいかなかった、という

ことなわけですけれども。 

 今回は、たまたま福井の状況が、中央公

園もそうですけれども、上手くこういう

色々な提案が実現化してくるというような

ことの時期なので、こうした非常に良い提

案をされた専門家をできれば何らかの形で

ちゃんと使って頂いて、アイデアだけを取

るのではなくて、上手くプロとして彼らが

ちゃんと仕事としてもいけると良いなと。

そうすると、こういうものが日本の中で育

ってくるので、それぞれの都市のレベルが

上がってくるんじゃないかと思うんですね。 

 ヨーロッパなんかを見ていると、一つの

公園のコンペをやっても、何回もコンペを

やって、それでも最終案がすごく時間がか

かる、というものも結構あるんですね。そ

れでも、そういう形で実現してきているん

ですよ。その積み重ねが都市をつくってき

ているので、日本もそうならといけないの

ですけれども、なかなかそういうところに

までエネルギーもいってないし、認められ

ているというところは無いですね。 

 ものとしての単体は動くのですけれども、

まち全体に関してとなると、そういうとこ

ろをどう動かしていくかというところに関

してはなかなかいかない、いっていない。 

 でも、本当は、そこがすごく大事で、よ

うやくそういう芽が出てきて、今、幸いに

も市長も知事もこういうことに関して関心

を持って頂いていて、なおかつ時期的に大

事だというところのタイミングなので、で

きれば、何かこういうところから、都市デ

ザインのクオリティを上げていくものがこ

こで生まれてくるといいですね。 

 そこで、きちんとした専門家が活かされ

ていくということになると、日本の次の時

代も明るいのかなぁと思うので、せっかく

これだけ努力をして、今、その図面がロビ

ーに飾られていて、同時に大きな都市の図

面がありますよね、模型があって。それは、

普通は「ふく
フ ク

＋
タス

」にあるわけですけれども。

「ふく＋」には、31（の提案）全てがある

ということで、こういうものが、上手く動

くような雰囲気づくりもしていただいてい
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るので、是非何か良いものが、ここから最

終的な都市づくりができると良いなぁと思

っているという次第です。 

 

野嶋氏 

 ちなみに、テーマとしてやられた彼らは、

業務時間外にこれを一所懸命やられたそう

で、仕事として認められていないというこ

とです。社内的にも、かなり重要なポイン

トだと思いますので、何か良い仕事があっ

たら宜しくお願いします。 

 ということで、先ほど、西村先生のフェ

ニックス通りの駅前通りですか、戦後の非

常に美しい並木道を見せて頂いて、福井と

いうまちは、新しいものをしっかりと計画

してつくるまちだったんだと思うんです。

そうして、理想に燃えて一所懸命つくって

きた先人たちがいて、今は、人口減少で中

心市街地も疲弊していると言われています

けれど、また、これをきっかけに新しいビ

ジョンをつくって、このようにビジュアル

に具体的な議論ができるような題材をもと

に議論し、まちづくりを行うことはとても

大事なことだと思います。 

それと、もう一つは、僕は（気になってい

るのは）、民地なのですけど、公共の部分で

道路だけをいじくっていても、あまりそれ

ほどインパクトは無い。今日のご提案はほ

とんど民地を考えて、民地と公共の土地と

一緒にデザインしていったというところで、

かなり大きなインパクトと言いますか、良

い計画ができているのではないのかなと思

います。 

 ですから、我々はこれから、民地を所有

されている方、あるいは、今ほどおっしゃ

った様々な団体の方々、地元の方々、そし

てこういう専門家と一緒になって議論をし

て、新しい福井のしっかりとした計画をつ

くっていくということが、これから大事な

のかなと思います。 

 ということで、楽しく過ごさせていただ

きましたが、時間が無くなってしまいまし

たので、これにてシンポジウムを終わりに

させていただきたいと思います。 

 どうも、ご静聴ありがとうございました。 

 

司会 

 出演者の皆様、活発なご議論をいただき、

誠にありがとうございました。今一度、盛

大な拍手をお願いいたします。 

 

 これで、『第 16 回「まちの活性化・都市

デザイン競技」福井市長特別賞表彰式・記

念シンポジウム』を閉会いたします。お帰

りの際には、お忘れ物のないようお気をつ

けください。 

また、お配りした資料の中のアンケートに

つきましては、受付にて回収いたしますの

で、ご協力お願いいたします。 

本日は、ご参加いただきまして誠にありが

とうございました。 
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